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審査経過 

宮﨑会長が開会を宣告し、会議成立宣言の後、会議録署名者に大西委員、中村委員を

指名した。その後直ちに会議に入り、「議案第 87 号 令和５年度決算認定について」中、

教育民生分科会関係分及び「議案第 88 号 令和５年度伊勢市病院事業の資本剰余金の処

分及び令和５年度伊勢市病院事業会計決算認定について」を議題とし、審査の進め方は会

長に一任することを諮り決定の後、まず一般会計の歳入から審査に入り、款 10 消防費ま

で審査を終わり、諮ったところ、本日はこの程度で散会し、明９月 26 日午前 10 時から継

続会議を開き審査を続行することを決定し、本日の出席者には会議通知をしないこととし、

散会した。 

なお、詳細は以下のとおり。 

 

開会 午前10時00分 

 

◎宮﨑誠会長 

 ただいまから決算特別委員会教育民生分科会を開会いたします。 

 本日の出席者は全員でありますので、会議は成立いたしております。 

 これより会議に入ります。 

 会議録署名者２名は会長において、大西委員、中村委員の御両名を御指名いたします。 

 審査の進め方につきましては、会長に御一任願いたいと思いますが、御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 御異議なしと認めます。そのように決定いたしました。 

 最初に、決算審査の進め方につきまして御説明をさせていただきます。 

 当分科会の審査日程につきましては、９月25日水曜日、26日木曜日の計２日間を予定し

ております。 

 次に、審査の順番につきましては、議案第87号、第88号の議案番号順で、歳入から審査

を行った上、全議案の審査を終了し、賛否を問うこととしたいと思います。 

 次に、委員間の自由討議につきましては、審査の中で討議をすべきことがあれば委員か

ら申出をいただき、それを皆様にお諮りいたしまして行いたいと思います。 

 また、当分科会関係分の一般会計、特別会計及び企業会計の審査終了後に自由討議を行

いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 御異議なしと認めます。そのように決定いたしました。 

 次に、審査に入ります前に、会長から一言、皆様にお願い申し上げます。審査に当たり

ましては、令和５年度の決算に対する質疑にとどめていただき、起立の上、発言していた

だきますようお願いいたします。発言の際は、ページ番号、事業名等を言っていただきま

すようお願いします。また、各課の窓口で聞くことのできる軽微な確認、数字のみを確認
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する質疑、要望事項、他の委員の質疑と重複する質疑、議題外にわたる質疑、事業の内容

確認は避けていただき、要領よくお願いいたします。なお、質疑は一問一答方式で行い、

簡単明瞭にお願いいたします。 

 続いて、当局説明員の皆様にお願い申し上げます。当局の説明員の方におかれましては、

発言の際、挙手の上、大きな声ではっきりと自らの職名を告げていただきますようお願い

いたします。また、委員の質疑の要旨を的確に把握され、答弁につきましても要領よく簡

潔に願いまして、審査の進行に御協力いただきますようお願いいたします。 

 いずれにいたしましても、効率よく進めたいと思いますので、委員並びに当局の皆様方

の格別の御協力を重ねてお願い申し上げます。 

 それでは、「議案第87号 令和５年度決算認定について」中、当分科会関係分から御審

査願うことといたします。事項別説明書により、一般会計の歳入から審査に入ります。 

 決算書の42ページをお開きください。 

 款15分担金及び負担金を御審査願います。 

 当分科会の所管は、項１負担金のうち、目１民生費負担金及び目２衛生費負担金となり

ます。 

 

【款15分担金及び負担金】《項１負担金》（目１民生費負担金）（目２衛生費負担金） 

発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようですので、款15分担金及び負担金の当分科会関係分の審査を終わりま

す。 

 次に、款16使用料及び手数料を御審査願います。 

 当分科会の所管は、項１使用料のうち、44ページ、目２民生使用料、目３衛生使用料、

46ページ、目８教育使用料及び項２手数料のうち48ページ、目２衛生手数料、目５民生手

数料となります。 

 

【款16使用料及び手数料】《項１使用料》（目２民生使用料）（目３衛生使用料）（目８

教育使用料）《項２手数料》（目２衛生手数料）（目５民生手数料） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 おはようございます。よろしくお願いいたします。それでは、ここで１つお尋ねをさせ

ていただきます。決算書のほうでは、この衛生手数料、この収入未済、また不納欠損につ

いてお伺いをしたいと思います。説明書のほうは152ページのほうに、収入未済は12万円

でありますけれども、不納欠損が２万5,000円ということで記載をしていただいてありま
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す。中には墓地の管理手数料が18件で２万5,000円ということでありますけれども、昨年

度も同じ18件で２万5,000円ということになっております。まずその辺の説明をいただけ

ますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 墓地管理手数料の不納欠損についてお答えします。こちらにつきましては、５年の時効

が経過したものを債権放棄するものでございまして、令和５年度につきましては、平成30

年度分の18件、２万5,000円を処理するものです。数字はたまたま同じ額だったというこ

とになっています。平成30年度分です。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。平成30年度分の18件ということで、あとこの墓地管理につきま

しては、大世古、また大湊、小俣の若山墓地と３か所があるわけですけれども、その辺ど

こかに偏っているとか、何かその辺の傾向はあるのか教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 特に偏り等はございませんでして、やはり市外の方が多いというような状況になってお

ります。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。ありがとうございます。この市営墓地につきましては、歳出のほうでも

出てくるんですけれども、かなり今返還が増えてきていまして、管理が行き届いていない

ところも出てきているかと思います。しっかりと集金のほうをお願いして不納欠損になら

ないように努力をしていただきたいと思いますが、最後にお答えいただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 
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●山本環境課長 

 滞納整理につきましては、事務処理マニュアルを作成して徴収のほうの手続の管理を行

っております。利用者の公平性の観点から、安易な債権放棄は認められないというところ

ですけれども、債権回収のコストとあと事務処理上の効率性も考えて取り組んでいかなけ

ればいけないと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、款16使用料及び手数料の当分科会関係分の審査

を終わります。 

 次に、款17国庫支出金を御審査願います。 

 当分科会の所管は、50ページ、項１国庫負担金のうち、目１民生費国庫負担金、52ペー

ジ、目２衛生費国庫負担金、項２国庫補助金のうち、54ページ、目２民生費国庫補助金、

56ページ、目３衛生費国庫補助金、58ページ、目７教育費国庫補助金及び項３委託金のう

ち、60ページ、目２民生費委託金となります。 

 

【款17国庫支出金】《項１国庫負担金》（目１民生費国庫負担金）（目２衛生費国庫負担

金）《項２国庫補助金》（目２民生費国庫補助金）（目３衛生費国庫補助金）（目７教育

費国庫補助金）《項３委託金》（目２民生費委託金） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、款17国庫支出金の当分科会関係分の審査を終わりま

す。 

 次に、款18県支出金を御審査願います。 

 当分科会の所管は、項１県負担金のうち、62ページ、目２民生費県負担金、目３衛生費

県負担金、項２県補助金のうち、64ページ、目２民生費県補助金、66ページ、目３衛生費

県補助金、70ページ、目９教育費県補助金及び項３委託金のうち、74ページ、目２民生費

委託金、目５衛生費委託金となります。 

 

【款18県支出金】《項１県負担金》（目２民生費県負担金）（目３衛生費県負担金）《項

２県補助金》（目２民生費県補助金）（目３衛生費県補助金）（目９教育費県補助金）

《項３委託金》（目２民生費委託金）（目５衛生費委託金） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、款18県支出金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款20寄附金を御審査願います。 
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 当分科会の所管は、項１寄附金のうち、76ページ、目３民生費寄附金となります。 

 

【款20寄附金】《項１寄附金》（目３民生費寄附金） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、款20寄附金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款21繰入金を御審査願います。 

 当分科会の所管は、項１基金繰入金のうち、目４地域福祉基金繰入金、78ページ、目５

育英基金繰入金、項２特別会計繰入金となります。 

 

【款21繰入金】《項１基金繰入金》（目４地域福祉基金繰入金）（目５育英基金繰入金）

《項２特別会計繰入金》 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、款21繰入金の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、款23諸収入を御審査願います。 

 当分科会の所管は、項３貸付金元利収入のうち、80ページ、目１民生貸付金元利収入、

目４教育貸付金元利収入、82ページ、目５災害援護資金貸付金元利収入及び項５雑入のう

ち、86ページ、目４民生費収入、92ページ、目５衛生費収入、100ページ、目12教育費収

入となります。 

 

【款23諸収入】《項３貸付金元利収入》（目１民生貸付金元利収入）（目４教育貸付金元

利収入）（目５災害援護資金貸付金元利収入）《項５雑入》（目４民生費収入）（目５衛

生費収入）（目12教育費収入） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 おはようございます。ちょっと私は、この目４民生費収入の生活保護費の生活保護費収

入についてお聞きをいたしたいと思います。収入未済額がまだ多くありますが、その辺の

認識についてお聞かせ願えますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 この収入につきましては、63条返還金、それから78条徴収金という２種類の返還金から
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成り立っております。これそれぞれにつきまして、徴収を進めておるというところでござ

います。ちなみに、63条返還金といいますのは、資産があるものの生活が窮迫しているた

めに生活保護を受給した場合に、後ほどその資産が現金化できたときにお返しいただく、

既に払った保護費をお返しいただくというものになっております。 

 それから、78条徴収金のほうですけれども、こちらは、いわゆる不正な申請、それから

手段あるいは課税調査で収入が隠したような場合、そういう悪質な場合に支給した保護費

を徴収金として回収するもの、これをそれぞれに対応しております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この両方、63条のほうは返還金といって、78条のほうは徴収金というということなんで

すが、どちらも令和４年度よりも額が増えていて、担当課さんとしては大変努力をされた

のかなというふうに感じておりますが、その辺どのような取組をなされましたでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 今委員御紹介いただきましたように、令和５年度は収納額、それから徴収率とも上昇し

ております。この七、八年の傾向を見てみますと、63条返還金は減少、それから78条徴収

金は増加の傾向となっております。この要因としましては、63条返還金のほうは、各担当

ケースワーカーによる年金受給の申請の手続などにより返還していただく、そういう発生

抑制をしているということに効果が出ているものと考えております。 

また、78条徴収金のほうにつきましては、これなかなか全額回収するということには

時間を要することから、未収金が増える結果となっているものの、課税調査とか、それか

ら不正受給が疑われるケースへの調査を積極的に進めている、そういう効果が現れている

ものと考えております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。63条のほう、職員さんが寄り添っていただいて、だんだんと発生を抑制

しているということで理解をいたしました。これからも他の課との連携によって、また情

報を交換するなど様々工夫をしていただいて、またこの未収が少しでも減るように努力し

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 決算書の94ページ、95ページ、清掃費収入の企業広告収入のところで御確認をさせてい

ただきたいと思います。事務の概要書につきましては、340ページに表で表示をしていた

だいております。こちらの表を見させていただきますと、ごみカレンダー、ごみ分別ガイ

ドブックで決算額75万円あるんですが、資源拠点ステーション、こちらが横棒で表示をさ

れております。こちらの横棒の説明をお願いいたしたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 御質問のほうの資源拠点ステーションの収入額のバーのところになってこようかと思い

ますけれども、このバーに関しましては、この資源拠点ステーションの企業広告掲載のほ

うが、令和６年度の広告掲載を希望する応募ということで、令和５年度末に２件の申請、

応募のほうがあったわけなんですけれども、この広告料につきましては、令和６年度から

ということで、令和６年度収入で示させていただくということで、本概要書の収入額のほ

うにはバーを記させていただいたところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 翌年度、令和６年度の収入で対応するということですが、差し支えなければお幾らで応

募があったんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 申請に関しましては、１事業者のほうから２か所の資源拠点ステーションへの応募とい

うことで申請のほうをいただいております。収入のほうが、これが申請のほうが半年とい

うことですので、年額になると１万6,800円、それからもう一つの箇所のほうが8,400円と

いうことで、２万円程度の収入が令和６年度のほうに入ってくるというような、そんな状

況でございます。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 令和６年度で収入をされるということで、今年度ごみ分別ガイドブック分、こちらも増

えておるという状況でございます。表を見させていただいて、ちょっと分かりにくかった

ので質問をさせていただいたんですけれども、せっかくですので、こうやってこれからも

広告収入を増やされておりますので、これからのお考え等ありましたらよろしくお願いし

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 企業広告に関しましては、財源を確保する収入の重要なものであるというふうに認識の

ほうをしております。今後に関しましても、周知案内、そういったところにしっかり努め

ながら収入の確保に向けて取り組んでいきたい、しっかりと取り組んでいきたいというふ

うに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、款23諸収入の当分科会関係分の審査を終わり、

以上で歳入の審査を終わります。 

 次に、歳出の審査に入ります。132ページをお開きください。 

 款３民生費の審査に入ります。 

 項１社会福祉費、項３児童福祉費は目単位で、項２老人福祉費、項４生活保護費、項６

国民年金事務費は、項単位での審査をお願いいたします。 

 なお、民生費のうち、当分科会から除かれるのは項５人権政策費です。 

 それでは、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費について御審査願います。 

 社会福祉総務費は、132ページから137ページです。 

 

【款３民生費】《項１社会福祉費》（目１社会福祉総務費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 
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○吉井詩子委員 

 まず、132ページ、目１社会福祉総務費の133ページの大事業１、人件費支給事業の（２）

会計年度任用職員人件費、この中にお悔やみコーナーの人件費が入っていると思いますの

で、このお悔やみコーナーについてお聞きをいたしたいと思います。令和４年７月１日に

開設をされました。昨年度は、亡くなった方に対してのこのお悔やみコーナーの利用率が

54％というふうに決算委員会の中でも報告がありました。令和５年度はどのような率にな

っておりますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 医療保険課長。 

 

●前村医療保険課長 

 令和５年度でございますが、利用率のほうは約63％でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 期間も１年間あったということで、この利用率のほうもその分は上がったということも

あるかと思うんですが、あと令和４年11月１日からオンラインの予約、オンラインの申請

が始まったということで、便利にしていただいたのだなというふうに思っておりますが、

この事前予約というものをしてから何日後ぐらいに行くことができるのか。一番待っても

らう人でどれぐらいの日数がかかるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 医療保険課長。 

 

●前村医療保険課長 

 手続につきましては、死亡届を御提出いただいてから１日半、翌営業日ですかね、開庁

日の次の日の午後からしか手続はできないということにはなっております。それで、今お

尋ねいただきましたオンラインの関係は、もう少し、約５日ぐらい、今日取ろうと思った

ら５日後ぐらいからしかオンラインの画面は入らないようにはなっておるんですけれども、

お待ちいただくことにつきましては、お電話で御連絡を頂戴した場合には、職員のほうが

空きの状況を確認しまして、来ていただく方の御都合に合わせて一番近い日で、相手様の

御都合の合う日で連絡を取らせてもらって予約を入れさせていただいているような状況で

ございます。大体御希望された日、おおむね希望していただいた日に予約は取っていただ

ける、それかそれに近い日程で予約のほうを入れさせていただいておりますので、何日も

待っていただくというようなことは今のところはございません。以上です。 
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◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 やはり遠いところから来て手続をして、また御自分のうちへ帰りたいという方もあるか

と思いますので、またその辺の事情も聞きながら、電話でしたほうが早いというような、

そのような周知のほうもされていますんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 医療保険課長。 

 

●前村医療保険課長 

 死亡届を出していただいた際に、チラシのほうをお渡しさせていただいております。そ

ちらのほうでお電話またはオンラインのほうでというような御紹介をさせていただいてお

るところでございます。確かに予約制ということで対応はさせていただいておりますけれ

ども、御予約をせずにそのまま窓口のほうにお尋ねいただくというケースもございまして、

その場合はほかに職員がおりますので、予約の枠以外に対応させていただくというような

ことをしております。確かに委員おっしゃるように、遠方から来ていただく方もあります

し、お仕事等の御都合をつけて来ていただくという方も実際おみえになるというふうに聞

いております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 よろしくお願いいたします。あと、私、実際に聞いたんですけれども、お悔やみコーナ

ーというのがあると言ったんですけれども、知らないと言われまして、知らないというか、

確かにそのチラシも絶対にもらっとるはずなんですけれどもと言ったんですが、やはり亡

くなって家の中もごちゃごちゃ、いろんなことを頭の中もごちゃごちゃして、なかなかそ

の紙を見る余裕がなかったりとか、そういう方もあるということなんですが、やはりふだ

んからこういうコーナーがあるということを知っておくということが大事だと思いますが、

そのＰＲというか、そこら辺についてどのようにお考えでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 医療保険課長。 

 

●前村医療保険課長 

 ふだんからというところで、ホームページ等では御紹介をさせていただいているんです

が、なかなかそういうところを見ていただく機会がないのかなというふうには感じておる
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ところでございます。届出の際にも、こちらとしても忘れることなくお渡しするようには

心がけておるところなんですけれども、そこにつきましては、ちょっと今後検討させてい

ただきたいというふうに思います。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 よろしくお願いいたします。それからワンストップ対応の手続でできるものなんですが、

令和４年度と比べて増えたんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 医療保険課長。 

 

●前村医療保険課長 

 医療保険課のほうでさせていただいているお悔やみコーナーにつきましては、昨年度と

同様のことをさせていただいております。あと総合支所、それから各９支所のほうでも本

庁のお悔やみコーナーと同等のことができるように、連携を組んでやっております。以上

でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。昨年度の決算委員会でも、そのようなワンストップの対応について増や

したらどうかというような発言もあったかと思いますので、ほかの水道とか税の課へ御案

内しとるということなんですが、やはりそのあたりをまた充実していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 以上じゃない、以上じゃないんです、ごめんなさい。 

 

◎宮﨑誠会長 

 続けてください。 

 

○吉井詩子委員 

 ようけあるんです、すみません。続きまして、135ページの成年後見サポートセンター

運営事業についてお聞きをいたします。成年後見サポートセンター「きぼう」の運営事業

ということで、成年後見人への総合支援の件数が令和４年よりも10件増加しています。こ

のことは、専門職以外の後見人への支援が充実しているんだなというふうに思いますが、

市民後見の状況、また法人後見の状況はいかがでしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●田代福祉総合支援センター副参事 

 御質問の市民後見人の養成状況ですが、伊勢市は成年後見サポートセンターで令和３年

度から市民後見人養成講座を開催しております。令和３年に開始して以来、令和５年時点

で31名の修了生を輩出しております。そのうちの19名が現在法人後見の支援とか、日常生

活支援の活動者として活躍していただいています。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。今、日常生活自立支援事業とおっしゃいました。この利用支援事業の利

用助成の件数でありますとか、また市長申立ての件数も増えていると思うんですが、今後、

成年後見はますます増えていくと考えられます。その中で、今、法人後見の支援もしても

らっている、支援員のような形でしてもらっていると思うんですが、行く行くは市民後見

として、１人ないしは２人とかでしていただくような、そういう形に持っていくのが理想

ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●田代福祉総合支援センター副参事 

 今委員おっしゃっていただいたとおりでございます。今現在、法人後見については、成

年後見の利用の促進が進む中、成年後見の需要に対して専門職後見人の候補者がまだ少な

い現状ですので、法人後見の依頼というのが増えております。市民後見人の養成につきま

しては、後見人としての活躍だけではなく、幅広い面でさっきおっしゃっていただきまし

た法人後見の支援員としても活躍できるように、このように取組を進めていきたいと思い

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。成年後見制度の周知については、講演会など毎年されております。この

成年後見という制度があるということの理解はかなり進んできています。しかし、この制

度を使ったら後見人にお金を不正に取られるんではないんやろうかとか、また報酬が負担
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になるのではないかとか、またもう後見人の変更というものはできないのではないかとい

う、そういうのも嫌だなといった不安が制度の利用を遠ざけているということもあると思

います。 

 ９月４日にあった伊勢市の成年後見、ちょっと今年度のことですが、この講演会があっ

て、私も行ってまいりましたが、内容がとても深くて、そのような不安に応える深いもの

でした。例えば、後見制度支援信託といって、日常生活に用いる資金を信託財産から被後

見人の銀行口座に定期交付するという、財産を守るそういう仕組みでありますとか、また、

成年後見利用支援事業のこと、それから制度自体の見直しも国のほうでも検討されている

というような、そういうお話もありました。 

 これからの講演会は、ただただ制度についてお知らせするだけでなくて、こういった実

際に不安を解消するような、そういう内容のものが必要ではないかなというふうに感じま

したが、ちょっと難しいのかなという気も、内容が多過ぎてちょっと難解かなという気も

あったので、そういう内容と、また簡単というか分かりやすい、もっと身近に感じられる

ものと組み合わせてやったらどうかなと思うんですが、いかがでしょう。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●田代福祉総合支援センター副参事 

 御意見ありがとうございます。そうですね、制度の周知のほうは徐々に進んできている

と思いますが、昨年行った市民アンケートでも、まだまだ成年後見を知っているという人

数というのは、各世代まだ30から40％という状況ですので、いろいろなやり方で制度の周

知を進めていく必要があると思います。例えばですが、成年後見の制度の利用を必要とす

る方の支援と認知症の方への支援というところ、ここは非常に関連が高いものですので、

例えば、最近深まってきています認知症への理解、関心、こういうようなイベントのとき

にも成年後見制度や権利擁護支援について周知をするなどの工夫も重ねていきたいと思い

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 よろしくお願いいたします。次に、再犯防止推進事業についてお聞きをいたします。 

協力雇用主の数なんですが、令和４年も19で今回も同じなんですが、これは入れ替わり等

あったんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 
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●野北福祉総務課長 

 協力雇用主の登録でございますが、委員仰せのとおり、昨年度から数のほう変更なく19、

事業者の内容も変更はないと確認はしております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この協力雇用主の方に御協力いただいて本当に感謝申し上げたいと思いますが、今本当

にこのいろいろな保護司制度でありますとか、ドラマや映画とかもなっております。ぜひ、

このようなまた増やすような努力をお願いしたいと思います。 

三重法務少年支援センターと協力出張相談がされたと思うんですが、その効果という

ものはどのようなものがありましたか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 三重法務少年支援センターとは、昨年度、出張相談というのを東海北陸地区の初めての

実施という形でさせていただいております。その後は、以前までは法務少年センターとは

関係構築というのができておらない状況でしたんですけれども、その後は、お互いの連携

強化のほうを図りまして、社会を明るくする運動の市役所の啓発ロビーの展示のときに御

協力をいただくなど、いろいろと協議のほうをさせていただいて、連携のほうを深めてお

るところでございます。また、今年度も来週になるんですけれども、出張相談のほうを実

施する予定となっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 法務局などとの連携は、今後伊勢市が目指そうとするいわゆる出所前からの支援といっ

たものを目指そうとされていると思うんですが、そのような法務機関との連携のスタート

を切ったというふうに理解をいたしたいと思います。そして、保護司の相談であったりと

か、また駅前の施設を利用してというのはハローワークもありますので、何でここへ来た

のかということがやはり人にもばれないし、ぜひ相談施設も充実しているので、そちらの

利用も進めていくように、また、お願いしたいと思います。 

また、就労支援については、ハローワークや地域定着センター、障がい者就業・生活

支援センター「いくる」といった県との機関とも連携していると思うんですが、出所され

てすぐの住居の支援ということがやはり大事だと思うのですが、その辺についてはどのよ
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うなものを令和５年度はやられましたでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 住居の支援でございますが、こちら就労の支援とともに大変重要と考えております。昨

年度につきましては、住宅政策課にて出所者矯正施設等を出られた方の市営住宅への一時

入居支援のほうをしていただいております。実績としてはございませんでしたが、そうい

う体制のほうを整えさせていただいております。また、令和５年度の10月に、三重県居住

支援連絡会というものに入会のほうをさせていただきまして、こちら情報収集や連携強化

を図っておるところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 決算書の133ページの２、社会福祉関係団体育成事業の民生委員児童委員活動経費のと

ころでお聞きしたいと思います。概要書の403ページ、こちらのほうに民生委員児童委員

さんの表がございます。民生委員の方につきましては、地域と行政をつなぐパイプ役とい

うことで、大変重要な役割を担っていただいておるものと思っております。しかし、現在、

概要書の表を見させていただきますと、定員に足りないという状況でございます。欠員の

状況やと思うんですが、こちらの原因なり要因はどのように考えられておるかお教えいた

だきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 民生委員さんの欠員につきましては、考えられます原因・要因といたしましては、地域

情勢の変化によります地域の担い手不足とともに、独り暮らしの高齢者や高齢者のみの世

帯、複雑化した問題を抱える世帯が増加するとともに、地域活動の担い手として幅広い分

野での活動が求められておりまして、民生委員さんの負担が増加しておることが最大の原

因であるかと考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 
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○大西要一委員 

 大変なお仕事をしていただいて負担になっておるというところでございます。民生委員

の方の少し具体的なお仕事、どのようなことをされているのか、お教えいただきたいと思

います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 民生委員さんの具体的なお仕事ということでございますが、具体的には高齢、障がい、

子育て等の相談や日常生活の困り事の相談、基本的な相談に加えまして、各種制度や住ま

い、生活費の相談、また地域では高齢者の見守り活動や声かけ活動、その他、登下校時の

児童の見守り活動、サロンや高齢者の会食会への協力、また自治会まちづくり協議会への

会議への参加やイベントへの協力、小・中学校への行事の参加など、幅広い分野となって

おります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 聞かせていただいて、本当に幅広い分野で活動なりをいただいておるということが分か

りました。確かに、民生委員の方の負担が増えていることが欠員の大きな要因ではないか

というふうには思います。民生委員の方を確保していくには、少しでも負担を軽減すると

いうことが必要かと思います。また、先ほど教えていただいた相談であったり、活動であ

ったりいろいろ協力をされておる中で、恐らく災害が発生したときもいろいろ御活躍をさ

れるんやというふうには思います。これらの要因、大きな要因であることに対して、どの

ような取組をされてきたのかをお教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 民生委員さんの負担軽減に向けましては、以前から市が依頼しております業務につきま

しては、削減できる業務につきましては削減をしてきたところでございます。また、近年

では、会議資料や報告書の提出などをメールでのやり取りにさせていただくことで、来庁

していただくこと、その後の事務の処理の負担のほうをなくしたり、民生委員だけでは対

応が困難な課題、重層的な課題というのが最近たくさん増えてきております。相談を抱え

込まず、民生委員だけでは対応が困難な課題等は、駅前よりそいを中心に連携して対応を

行っていくことで負担の軽減を図っておるところでございます。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 メール等を活用されて、負担の軽減もされておると。また、関係機関とのパイプ役を自

分だけで考えずに、そういうふうな関係機関ともパイプ役ということで連携をされていく

ということも軽減につながるということかと思います。民生委員の方の軽減に向けて、先

ほど答弁いただきまして、いろいろやっていることは分かりました。今後、具体的に取り

組んでいかれるというようなものがありましたら、御紹介いただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 今後につきましては、さらなる取組の推進を図るために、令和６年度から試行的に実施

をしております民生委員協力員制度の導入に向けた検証のほうをしっかりと進めまして、

民生委員さんの負担の軽減や身近な地域の中の見守り活動の充実のほうを図ってまいりた

いと、そのように考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 １点だけ聞きたいことがあるんですけれども、去年に昨年度のこの決算の中で、民生費

の社会福祉総務費の大事業３番、福祉健康センターの管理運営事業というのが上げられて

おります。こちら去年で健康福祉センターのほうにほとんどの機能が移って、福祉健康セ

ンターそのものが譲渡されていると思うんですけれども、これ移転のときの、去年の決算

ですので、経過であるとか、去年の範囲内でも結構なので、その後、運営が順調に今進ん

でいるように見えるかどうかとか、そのあたりの報告をいただければと思うんですけれど

も。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 福祉健康センターにつきましては、昨年令和５年10月１日に譲渡をさせていただいてお

ります。昨年度の経過といたしましては、譲渡決定後、開設に向けての今後のスケジュー

ルや事業内容と、また事務的な区分登記の方法なども、事務的なことも含めまして、譲渡
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先法人とは協議、会議のほうを重ねてまいりました。また、譲渡後も、改修工事、今後の

運営、その他市民の方に最大限配慮した中でスムーズに開設ができますよう、確認、情報

共有等を何度も行いまして、順調に進んだと認識のほうしております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 様々な御協議をいただいて、その中で順調に進んだという報告があるので、一定程度の

安心をさせていただこうかなと思うところはあるんですけれども、１点、新しく利用料金

の設定なんかがされて、譲渡後の法人の運営なので、なかなか言いづらいところがあるか

もしれないんですけれども、若干僕から見て受益者負担の関係でかなり無理をしていると

ころがあるんじゃないかなというか、料金がある意味ではすごく低額にも見えるんですけ

れども、これ、事業の継続の可能性とかそのあたりについては、どちらが悪いかとかそう

いう話じゃなくて、なかなかあの金額で事業の継続って、なかなか難しいんじゃないかな

と思うところもあるんですけれども、そのあたりどんなふうなお話があったかとか、今後

あの施設自体は、何かしらの形で価格の改定と言ったらあれですけれども、賃料の改定な

んかの余地がある状況で譲渡がされているのかだけちょっと教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 会議室の利用料金のことに関してでございますが、まず会議室のほうを今回指定管理の

ときは貸館事業という形で事業としていただいておったんですけれども、社協さんといた

しましては、譲渡後は、あくまで空いている時間に社協の事業で使わない時間に御利用い

ただくという形を想定しておりまして、常に会議室のほう、事業で使っているわけではご

ざいませんので、その空いているときに市民の方に御利用いただくという扱いで考えてお

ると確認をしております。その中で、財政面や利用のしやすさなど、そのあたりを十分に

協議していただいた中で、実費相当分のみ御負担をいただくと決まったというふうに聞い

ております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 分かりました。すみません、１点だけ、もうこれその部分だけ答弁いただければいいん

ですが、この後は事業者がそれぞれの時期、もしくはその状況によって、価格の改定は可

能ということで、そこだけちょっと抜けていた気がするので、そういうことでよろしいで
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すか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総務課長。 

 

●野北福祉総務課長 

 すみません、大変失礼いたしました。価格の改定等につきましては、市のほうで定めを

つくっておるわけではございません。なお、今回の価格に関しましても、今年度中は半額

で実施をしていただけるというふうにも聞いておりますし、そのあたりのほうは、社協さ

んの状況なりを検討していただいた中で変わってくる可能性はあるとは考えております。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 この社会福祉総務費の中の第10、福祉指導監査事業について伺いたいと思います。概要

書のほうでは、464ページに介護サービスの質の確保及び保険給付の適正化を図るなどの

ために指導監査を実施したということなんですけれども、その内容について何が問題にな

ったのか、その指導監査の内容について教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉監査室長。 

 

●山口福祉監査室長 

 令和５年度に実施した市が指定している地域密着型サービス事業者等に対する運営指導

の内容につきましては、16事業所を対象に運営指導を行い、その結果、文書指導が延べ３

件、口頭指導が延べ95件ございました。指導の主な内容につきましては、文書指導では基

本取扱方式に関するものや運営基準に関するもの、介護報酬に関するもので、口頭指導の

ほうでは、事業所の自己評価について運営規定や重要事項説明書の内容について、運営推

進会議について、業務継続計画の策定等についてなどが指導内容としてございました。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 介護報酬の不正などについては、どの程度のものなんでしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 福祉監査室長。 

 

●山口福祉監査室長 

 介護報酬の内容につきましては、加算についての基準についてというところが指導の内

容でございます。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 その問題になった指導していただいた内容、それについては、現段階で改善をしている

んでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉監査室長。 

 

●山口福祉監査室長 

 令和５年度に行いました運営指導については、文書指導を行った件については、事業所

から指導内容に対する改善報告書を提出をいただきまして、内容を確認し、改善されてい

る状況でございます。また、口頭指導の部分については、改善報告書の提出は不要となっ

ておりますが、指導内容に基づき、事業所自らが改善を図っていただくこととなっており

ますので、現在、令和５年度に実施した運営指導の指導事項は改善されている状況と認識

をしております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 ありがとうございます。口頭指導に関してはしていただいているということだと思うん

ですけれども、やはりこれ利用者の権利だとか、あるいは事業所の職員の労働環境だとか、

そういった意味で非常に大切な問題ですので、再発を防止することも十分に今後努力をお

願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目１社会福祉総務費の審査を終わります。 

 次に、136ページの目２障害者福祉費について御審査願います。 

 

（目２障害者福祉費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すみません、目２障害者福祉費で障害者地域生活支援事業についてお聞きをいたします。 

地域生活支援事業は重点事業になっていました。中でも、地域生活支援拠点等事業は、令

和５年度の新規事業というふうになっておりましたが、親亡き後を見据え、障がいのある

人の在宅生活を地域全体で支える仕組みの整備事業であり、伊勢市は、これは多機能拠点

型というのもあるんですが、それではなくて連携を重要視する面的整備というもので、み

んなで協力し合ってつくっていくというふうに理解をしています。この令和５年度の実績

というものはどのようなことになっていますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 令和５年度につきましては、緊急時の受入れ、対応の部分に力を入れさせていただいて

おります。具体的には、各相談員さんが担当する方の中で緊急時リスクの高い方をモデル

としまして、実際の支援機関を交えながら緊急時対応ごとの把握であるとか緊急連絡先へ

の連絡方法、受入先への送迎の方法であるとか本人の属性、受けている医療などの情報な

どを踏まえまして、受入先での支援方法のようなものをみんなで検討して、実際に３名の

方の緊急時支援プランを作成いたしまして、各支援機関でそのプランを共有しまして、緊

急事態の備えということで地域生活の安心感の担保ということにつなげさせていただいた

ところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 その支援プランをつくっていただいた方というのは、医療的ケア児の方とかそういう方

もいらっしゃいますか。 
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◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 この３名の方は、皆さん知的障がいの方を対象と今回させていただきました。以上でご

ざいます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 これからどんどん全ての方にというふうに進めていっていただけると思っております。 

事業所の拡大についてなんですが、この登録事業所の拡大については、どのようになって

おりますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 昨年度併せてその登録事業所の拡大にも努めておりまして、ほとんどの市内の短期入所

の事業者様のほか、市外の短期入所の事業者様にも御登録をいただいて進めておるような

ところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 大変進めていただいてありがたいなと思っております。ほとんどの短期入所事業所や市

外の事業所も入っているということなんですが、そこでの体験というものをもう既にされ

ておるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 ショートステイ、短期入所の体験につきましては、通常時の支給決定時の中でもさせて

いただいていますので、体験のほうも、そのような方につきましては、そこでしていただ

いとるような状況でございます。以上でございます。 

 



－23－ 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 やはり緊急時の支援ということになりますと、１回も行ったとこのないというようなこ

とでは困るので、たしかこれは体験をするということが条件になっておったのかなという

ふうに思っておりますので、それをやっていただいているということが分かりました。 

令和５年度、相談支援事業所人材確保支援事業補助金というのがあって、初任者研修

を受講し、市内の計画相談支援事業所に従事したという人に受講料の助成もしたというこ

となんですが、結果的に相談支援専門員は増加したのでしょうか。どのような効果があり

ましたでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 この初任者研修の受講の助成につきまして３件の方に助成をさせていただきまして、結

果的に令和５年度中に事業所さんの都合で減員という部分もございましたので、トータル

的にはプラス１、１人の増加ということになっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 今の御答弁にもありましたが、やはりこの計画相談の事業所をちょっと辞めていったと

ころもあったということで、この地域生活支援拠点整備の課題というのは、やはり事業所

をさらに拡大していくということと、それと計画相談の支援事業所の不足だと思います。

あと、相談支援員さんの確保であります。相談支援員さんは、災害時の個別支援計画も含

めた緊急時の支援プランを作成してサービス調整を行ってもらうので、この方が本当に核

になっていくと思います。 

このような令和５年度の結果を受けまして、今年度新規の人材確保養成の事業が始ま

ったのだなと考えておりますが、ちょっと今年度のことになって申し訳ないですが、この

昨年度の決算を受けましてのこの現在の進捗状況はいかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 委員仰せのように、この地域生活を支える要ということで、計画相談の皆さんに御協力
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をいただいておるところでございます。引き続きまして、この初任者研修の助成というこ

とで、まずは資格取得の促進のほうをしていきたいなというところと、今年度につきまし

ては、やはり計画相談の不足という部分につきましては、その事業の報酬体系の部分の課

題というのが非常に大きいということで、こちらにつきましては、国とか県にも要望もさ

せていただきながらになっておるわけですけれども、今年度からはその事業所側の新規雇

用であるとか定着を促進するために、相談員さんの人件費などの運営費のほうを補助させ

ていただきまして安定的な運営につなげていく、また、その事業所の機能強化を後押しし

ていくような補助制度を創設しておりますので、その辺を組み合わせながら取り組んでま

いりたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 私もいろいろな会議にも傍聴もさせてもらっておりますが、やはりこの障がいに関係す

る福祉の関係者の方が本当に熱心にネットワークで会議をしていただいていて、新しい取

組などもされておるということを本当に感謝申し上げたいと思います。これからも進めて

いただきたいと思います。最も単純なことをお聞きいたしますが、この地域生活支援拠点

のこの事業、これを進めてきて、私、一番最初に質問したときに、１年生のときに、医療

的ケア児のお母さんの方からちっとも休む時間がないということをお聞きして、そのよう

な質問をしたことあるんですが、結果的にこのようなお母さんが休憩するようなそのよう

な拠点というもの、今できていますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 その辺の部分につきましても、この障害者施策推進協議会のほうで医療的ケアの支援の

テーマの会議というのもございまして、そちらで各事業所様のほうにいろいろ御協議もい

ただいておるところでございます。なかなか専門的な人材の確保、養成というのも課題に

なっておりまして、こちらにつきましては、令和５年度からその医療的ケアの支援者の人

材養成ということで、市内でそういう研修もさせていただいておるような状況でございま

す。また、今後そのような部分につきましても、地域生活支援拠点の中で検討、整備のほ

うを進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目２障害者福祉費の審査を終わります。 

 審査の途中でありますが、11時10分まで休憩とします。 

 

休憩 午前11時00分 

再開 午前11時09分 

 

◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、目３医療支給費について御審査願います。医療支給費は、136ページから139ペー

ジです。 

 

（目３医療支給費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目３医療支給費の審査を終わります。 

 次に、138ページの目４遺家族等援護費について御審査願います。 

 

（目４遺家族等援護費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目４遺家族等援護費の審査を終わります。 

 次に、目５地域福祉推進費について御審査願います。 

 

（目５地域福祉推進費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 おはようございます。３の地域福祉推進事業のおでかけ支援事業についてお聞きしたい

と思います。概要書では393ページになるのかなと思います。令和５年度からこの事業も

新規事業という形にはなるんですが、タクシー利用ができるようになったと、このように

理解しておりますが、その利用状況はどのように評価しているのかお聞かせ願いたいと思

います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 
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●奥野高齢・障がい福祉課長 

 委員仰せのように、令和５年度から今までの寿バス乗車券がタクシーでも利用できるよ

うにということで見直しをさせていただきまして、タクシーの利用分につきましては、令

和４年度に比べて全くの純増になるわけですけれども、約３万3,000枚の御利用をいただ

いておるような状況でございます。ですので、新たにバスだけじゃなくてタクシーのほう

でもそのような形で利用していただいておるような状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 そうすると、そのバスに比べてやはりタクシーが増えた、タクシーのほうが便利と、こ

ういうような認識はあるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 こちらのタクシーの利用につきましては、今までバスの利用がなかなか難しい方がこち

らのほうで利用していただいておるのかなというふうに考えておりまして、事業を開始し

た後に、バス停まで遠いので、この300円のタクシー助成は大変助かるであるとか、外出

する機会も増えまして、趣味などもできてうれしく思っているというようなお声もいただ

いておるようなところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 300円の補助と、こういうことをお聞きしたんですが、もっと利用を広げるような方策

というのはあるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 まず、当然のことかとは思うんですけれども、まずは皆さんにタクシーが利用できると

いうことを知っていただくということと、乗っていただく人数によりましては、助成もそ

れぞれ、その人ごとに使っていただけるというようなことも、具体的なそういう事例も交
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えながら、事業者さんとも連携をして周知啓発のほうに努めてまいりたいと考えておりま

す。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 もちろんタクシーに限らず、バスも含めての話なんですが、私、何か自治会のような、

もちろんバスが通っている自治会というふうにある意味では限定していくのかなとは思う

んですが、例えば老人会の行事だとか市の行事に参加するだとか、活動を例えば聞いたこ

とがあるんですが、老人会でララパークに行って、そこで御飯食べて帰ってくると、こう

いうようなお出かけの行事を自らつくって、そういうふうな利用って、それは本当にいい

なというふうに感じたんですがどうでしょうか。そういうようなところを推進していくと

いう考えはないでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 御提案ありがとうございます。当課としましても、一部ですけれども、その老人クラブ

さんからそのようなグループで御利用いただいたということも聞かせていただいておりま

して、委員御提案のように、各老人クラブさんへもそのような事例も御紹介させていただ

きながら、利用促進を働きかけてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 最後になりますけれども、この事業の周知というのはどのようにしているのかをお聞か

せください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 周知につきましては、広報いせ、ＳＮＳなどの広報媒体に加えまして、障がいのある方

につきましては、窓口で手帳を交付する際にほかの制度説明と併せましてこちらの事業の

御案内もして、交付の必要性を確認しております。また、令和６年度からになって申し訳

ないんですけれども、老人クラブ連合会さんの会報にそういう制度の周知も掲載をさせて
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いただいたりとか、あと障がい者団体の方々が集まる場での周知であるとか、まちづくり

協議会の場とかでもチラシを配付しながら啓発に努めておるところでございますので、今

後も工夫をいろいろしながら効果的な周知啓発に努めてまいりたいと考えております。以

上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。何かＳＮＳというと少し浸透がしにくいのかなという気もせん

ではありません。やはり高齢者が目につくところがいいのかなと、こう思いますので、ど

ことはなかなか言いにくいですが、やはり今の聞いたところでは、タクシー乗り場とかそ

ういうところもいいんじゃないかなとか、そんなようなことも思いますので、さらなる外

出の機会につながるような周知をしていただきたい。そして、それが介護予防につながっ

ていくように期待したいと思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言ありませんか。 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 それでは、ここのいせライフセーフティネット事業の中の９番目、孤独・孤立対策推進

事業につきまして、少しお尋ねをさせていただきたいと思います。令和４年度になります

けれども、伊勢市多分野協働プラットフォームの設立をいただきまして、この令和５年度

から、この事業につきましては新たな取組をしていただいております。孤独・孤立対策推

進事業、またもう一つ、ひきこもり支援推進事業ということで、この大きな２つの柱で取

り組んでいただいたかと思います。 

令和５年度の予算の執行状況調査の中で、これにつきまして執行状況のお話をさせて

いただきました。そのときに、企業にお願いをしていただいているだけではなく、また市

役所、また指定管理などの業務でも考えてはという話をさせていただきましたけれども、

いろいろと取り組んでいただいたことかと思います。概要書の中の430、431ページのほう

にその取り組んでいただいた内容を載せていただいておりますけれども、新たな相談が30

件、延べで75件、また利用登録が14件、実習が７か所、また実習の受入れ開拓として12企

業に新たに開拓をしていただいたということで記載をいただいております。その辺につき

まして、令和５年度の状況、また実績等をもう少し詳しく教えていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 
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●小川福祉総合支援センター副参事 

 孤独・孤立対策推進事業につきましては、利用者14件、全員が１か所以上で就労体験を

しました。多い方で４か所、少ない方で１か所の実績となっております。なお、７か所の

うち１か所は、委員から御提案いただいた市役所内における就労体験であり、令和６年１

月から開始しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。今、今年度につきましては、ワークステーションいせというこ

とで熱心に取り組んでいただいておるかと思います。また、この委託先でありますコンビ

ニネットさんでもいろんな開拓をしていただいて、それぞれいろんな働き方ができるとこ

ろをつくっていただけたのかと思いますけれども、その延べで企業が83企業になってきた

ということでありますけれども、実績として、それが雇用につながったようなケースとい

うのはあるのかないのか教えていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 就労体験を経て、実際に雇用につながった方というのは、残念ながらいないんですけれ

ども、本事業における就労体験の結果から、長時間労働が難しい方の受皿の重要性という

のが改めて分かりましたので、令和６年度から市役所内における短時間雇用の取組を始め

たところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。そういった取組は大事だと思いますし、なかなかその方にとっ

ての課題も見つけられたのかなと思います。また、家族の方も少し安心をしていただいて

いるところもあろうかと思いますけれども、家族の方の評価、聞いている話があれば教え

ていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 
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●小川福祉総合支援センター副参事 

 利用者の方は、働いたことがない方、働いた経験はあっても長時間のブランクがある方

などが多いことから、就労体験を始めるに当たり、必要に応じて御家族とも面談をしてお

ります。ほぼ前向きに捉えていただいておりますので、就労体験等々を始めて、おうちの

ほうで生活に変化があった場合は、迅速に御連絡を取っていただくように連携等も図って

おります。以上でございます。  

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。先ほども何か所か体験された方がおみえやと思いますので、ま

たそういった機会もいろいろ増やしていただいて、ぜひ雇用につながるケースができれば

なというふうにも思いますけれども、しっかりと取り組んでいただけたらと思います。  

 また、その体験された方の中で、今年度新たな取組をしていただいていますけれども、

継続されてそのまま続けていただいていらっしゃるのか、また、やったけれども駄目だっ

た、なかなか難しく、またおうちの中でということになるのか、その辺の状況を教えてい

ただけますでしょうか。  

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 利用登録14件、令和５年度実績ありましたけれども、令和６年度、先ほど委員仰せのと

おり、ワークステーションいせ、短時間雇用の取組を始めましたけれども、現在のところ

７名の方を短時間雇用しております。令和６年度以降につきましても、様々な企業での就

労体験の継続、庁内外の短時間雇用の取組の推進、また市役所における短時間雇用就労体

験におきましては、全庁的に取り組みまして、働きづらさを抱えた人への理解の促進であ

ったりとか、専門性を必要としない業務の削減による業務改善、新たな業務の創出等を図

っていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。しっかりと取り組んでいただいているというふうに理解をさせ

ていただきます。引き続き、この委託先でありますいせコンビニネットであったり、また

ひきこもり地域支援センターの「つむぎ」さんであったり、そういったところと一緒に働

いていただきながら、この孤独・孤立、ひきこもり対策についてしっかりと取り組んでい
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ただきたいと思います。以上です。ありがとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 私も、いせライフセーフティネット事業について、様々お聞きいたしたいと思います。 

生活困窮者自立相談支援事業は重点事業となっていましたし、また、孤独・孤立対策推進

事業は新規事業となっておりました。もうこれ併せてお聞きしたいと思うんですが、この

生活困窮者自立支援事業に関しましては、生活支援課との連携によって生活保護以外の支

援ができた事例もあったかと思います。具体的にどのような支援がなされたのか、お聞か

せください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 生活困窮者自立相談支援事業につきましては、令和５年度184件の新規相談がありまし

た。37件は自立に向けたプランを作成して支援をしております。21件に関してはプラン作

成には至っておりませんが、継続して支援中でございます。残り126件のうち、51件は他

機関へのつなぎ、それ以外は情報提供のみで終了いたしました。なお、５件が生活保護の

申請につながっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すぐに就労とかいうふうにはいかないとは思います。その中で様々な支援をしていただ

いたというふうに理解をしております。この重層的支援体制の整備事業にずっと取り組ん

でいただいておりますが、この中で多機関協働事業の中で、概要書の中にインテーク・ア

セスメントシートというものの作成件数が、令和４年が29件でしたが、令和５年には９件

と減っているんですが、これはなぜなのか、このインテーク・アセスメントシートという

ものの説明も加えてお願いいたします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

 



－32－ 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 インテーク・アセスメントシートというのは、いわゆる課題整理表というものでござい

ます。令和４年度につきましては、対象となり得るケース全てにおいて、この課題整理表

というのを作成してまいりましたけれども、令和５年度からは、関係機関と対象ケースの

スクリーニングをした後に必要なケースを作成するというふうなちょっと見直しを行いま

したので、29件から９件というふうな減少になっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。スクリーニングをしてこの数字になったということで、連携が深まった

からだというふうに理解をいたしたいと思います。 

断らない相談窓口事業の体制の充実に向けた職員研修というものが概要書にも出てお

りますが、この研修はどのような内容でどのような課の人が受講されたんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 職員研修につきましては、正規職員、会計年度任用職員問わず、消防、病院の医療職、

保育所、幼稚園、学校を除く全職員を対象としております。令和３年度から実施しており

まして、令和５年度末で448名が受講済みでございます。研修につきましては、座学とグ

ループワークで構成をされておりまして、どこの課に行っても一から説明させない、たら

い回しにしない、つなぐ課に事前確認、事前連絡をする、担当じゃないから関係ないでは

なくて、我が事として親身に話を聞いて適切な課につなぐ、このようなことができる対応

方法を学ぶ内容となっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 大変すばらしい内容であると思いますが、この研修448名の方が受けられて、この受講

者の方の意識の変化というものがあったなと、そういうふうに感じられますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 
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●小川福祉総合支援センター副参事 

 福祉部局に限らず、様々な課から当センターに問合せや、つなぐための連絡の際に、例

えば○○の件で御案内したいんですが、福祉総合支援センターで合っていますかとか、○

○さんという方に○○の件でセンターを案内したのでよろしくお願いしますといった事前

確認、事前連絡がまず増えました。さらに、今まではこの電話の裏に、市民の方から電話

が入っていますというふうなものだったのが、この電話の裏に○○さんという方から○○

と○○で困っていますと、何か支援策はないかという内容の概要が入っていますと、より

具体的になりました。小さな変化かもしれませんけれども、受け持つ担当としては、対応

が全然変わってきますので、担当課としては対応しやすくなったというふうに実感してお

ります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 その○○と○○の中で、滞納とか多重債務などの相談から福祉の相談につながる事例と

いうものは増えてきていますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 例えば、水道料金を頻繁に滞納して停水のおそれがある方に対して、その滞納の督促だ

けではなくて、上下水道部の職員が福祉につなぐための声かけをして、実際に当センター

につながった事例があります。このように、税金等の滞納の背景には、福祉的な支援が必

要な場合であったり、自らＳＯＳを出すのが難しい場合もありますので、多角的な視点で

のアプローチが重要であるというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 今、水道料金のことを例に出していただきましたが、これは本当にちょっと前まで酷暑

でしたので、高齢者の方であったり、本当に体の不自由な方が水道を止められるようなこ

とがあっては絶対にならないことでありますので、そういう声かけをしていただいたとい

うことは大変ありがたいことであると思います。これからもそういうことのないようにし

ていただきたいと思います。 

先ほど、𠮷岡委員のほうから、令和４年度の内閣官房の地方版孤独・孤立対策官民連

携プラットフォームのこの推進事業に参加したことの成果をお尋ねになって、そのいろい
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ろお答えがありました。このプラットフォームの中で、やはり官民連携の中で、まずは役

所内の連携においては、福祉部門以外の部門がどれだけ福祉マインドを持つかということ

が肝であると思います。どの部門においても市民と接する限りは福祉と関係してくると思

います。都市整備部門であっても、商工労政の部門であっても、それは環境のところであ

っても全てだと思います。 

それで、福祉とその部門において福祉と関係することが多いとか、そこで福祉のこと

をやっているからといって、じゃあ、福祉で担当すべきなんと違うのかというのではなく、

それぞれの専門性を持って福祉部門と連携をして役割を全うするべきだと思うんですが、

その辺いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部長。 

 

●辻村健康福祉部長 

 委員御紹介いただきましたように、この多分野協働プラットフォームを使いまして、こ

れまで福祉を中心に困り事を抱えた方、あるいは生きづらさ、働きづらさを抱えた方の支

援を進めてきたところでございます。ただ、取り組む中で、やはり福祉分野だけではなか

なか対応し切れないということも取組の中で分かってまいりました。そういった中で、こ

の多分野協働プラットフォームと申しますのは、福祉を中心にしますけれども、商工関係、

それから教育委員会を含め、様々な行政の中の部署と、それから民間におきましては、商

業関係、それから農業関係、そして地域の方も含めたそういった大きな輪の中でその困っ

た方を一体的に、さらに社会全体で支えるという仕組みをつくっていこうということで始

めた内容でございます。委員仰せのとおり、福祉だけでなく、これが社会全体で取り組む

べき大きな課題であり、取組であるというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。このプラットフォーム、この一員として、この一角に加わった

ということが福祉部門以外の人にとっても誇りとなるように、そのように認識してもらえ

るように働きかけていただきたいと思いますが、その辺のところいかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 伊勢市の多分野協働プラットフォーム、こちらのほうの会議等も年に何回か開いており

ます。そういったところで、やはり庁内全体、それから民間のところとも連携をするとい
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うことを、さらに事例等も踏まえまして、さらに意識を深めてまいりたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 それでは、子どもの学習支援等事業についてお聞きしたいと思います。令和４年より１

教室増えたんですが、その効果はいかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 学習支援事業「プラス」という教室をやっておりますけれども、令和４年度末時点で待

機児童が６名いましたが、令和５年度教室を１つ増やしましたので、待機児童はゼロとな

りました。一定程度の成果はあったのかなというふうに考えております。以上でございま

す。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 その成果なんですが、例えば中学校へ行っていた人が、進学率でありますとか、その点

はいかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 学習支援事業「プラス」に通っていた中学校の児童・生徒が高校に行った進学率でござ

いますけれども、令和４年度、令和５年度ともに100％となっております。以上でござい

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。私も合格した人からすごいよかったというお声もいただきまし
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た。100％ということなんですが、中学卒業後もつながりを持ったりとか、そういう交流

というものはありますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 高校に行っても支援の継続性が必要でありますから、卒業する前に携帯電話のメール登

録を促すＱＲコードつきのチラシというものを配付しております。また、「プラス」を卒

業してからもいずれも帰ってくる居場所なんだよというふうにお伝えをしまして、つなが

り続けることで、高校での悩み等々も聞ける体制を取っておるのかなというふうに考えて

おります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。中学卒業して、例えば中退をされたりする方もあるかと思うん

ですが、やはり伊勢市の方でどれだけの方が中学を卒業後、高校を中退したかというよう

なことは、教育委員会のほうでは、やはりつかむことができないと思うんですが、この居

場所という役割でそういった方たちに寄り添って、また支援をしていただけるということ

で、大変学習支援以外のそういう役割もあるのだと思いますので、またその辺のところ、

今後とも続けていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 このいせライフセーフティネット事業の中の孤独・独立対策推進事業についてお伺いを

したいと思います。ひきこもり状態にある本人や家族等からの相談に応じ、必要な支援を

実施することを目的に社会福祉法人に委託し、社会参加や就労支援を実施したと431ペー

ジにあるんですけれども、この支援ケースが36件ということなんですけれども、実際に支

援が必要と考えられる対象者というのは、これ前にお聞きしたかもしれませんけれども、

改めてここで確認をしたいんですが、推計どれぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 
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●小川福祉総合支援センター副参事 

 ひきこもり状態にある方の推計でございますけれども、内閣府の令和４年度の調査によ

りますと、全国で146万人、伊勢市にしますと1,400人と推計されております。また、伊勢

市内の民生委員さん、介護、障がいの事業所様に御協力いただいて毎年アンケート調査を

しておりますけれども、その調査の結果としては104件というふうな数字が出ております。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 アンケート調査として実際に出てきた数が104件と、全国的な数から推計をすると1,400

人いるということなんですけれども、やはりこれ、本人からとか、あるいは家族からの相

談というのを中心にこれ事業を行われているわけなんですけれども、今は民生委員だとか、

あるいはそういったところと協働しながらアンケートなんかを取ったり出したということ

なんですけれども、やはりそういうふうなところを駆使して民生委員さんの方々非常にま

た過剰な仕事になってしまうかもしれませんけれども、やはりでもそういったところ、あ

るいは自治会だとかまち協だとかそういったところとも協力をしながら、実際に必要な

方々を把握するというか、そういうアウトリーチの作業はもっともっと必要になるのかな

と思うんですけれども、その点についてはどういうふうに考えていただいていますでしょ

うか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 委員仰せのとおり、アウトリーチの重要性というのは認識をしております。先ほどのア

ンケート調査以外にも、自治会さん、民生委員さんと協力しながら、地図上に今気になる

人、世帯を落とし込んでいくマッピング調査であったりとか、あとは相談を待つのではな

く相談を聞きに行くというような出張の何でも相談というのを地域で開設して相談等々を

受けておるというふうな状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 来ていただくことも大事なんだけれども、それ以上に今のようなことをもっともっと力

入れてもらわなければならない。本当にもう、まさにひきこもりだと結局出てこられない

わけだから、そういうような方々をしっかりと支援するということは大事だと思いますけ
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れども、よろしくお願いしたいと思います。 

それから、フリースペースが133回行われたというふうにこの概要書には出ているんで

すけれども、この内容についてちょっと説明していただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 フリースペースにつきましては、心に不安のある方とその御家族が自由に集える居場所

として設置をしております。内容につきましては、読書や折り紙、塗り絵、ゲームなど来

所された方が自由に過ごしていただけるような場所となっております。令和５年度の設置

場所につきましては、福祉センター、旧福祉健康センター、あとララパーク内にあるげん

ここるーむ、この２か所で設置しております。開催回数につきましては、福祉センターが

月10回程度で121回、げんここるーむにつきましては、月に１回の開催で12回となってお

ります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 非常に重要な取組だと思うんですけれども、これもっともっと先ほど申し上げたような

アウトリーチが必要だというんだけれども、それと併せてこういった場の紹介などもどん

どん進めていっていただきたいと思います。 

 それで、次に、この今ひきこもりのその状況ということについて伺いたいと思うんです

けれども、8050問題というのが御存じだと思うんですけれども、50歳の子が引き籠ってい

て、80代の親の年金を頼りに生活していると、そういうようなケースもあると思うんです。

そういうケースですと、やはり家族としての、つまり親と子、家族として地域から孤立し

ているというか、そういった問題があると思うんですけれども、こういった点については

把握はしていただいているんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 8050問題につきましては、先ほどのアンケート調査におきまして、ひきこもり状態にあ

る方と同様に調査をしておりまして、181件というふうな数字が出ております。同じくマ

ッピング調査につきましても、8050問題について検討されており、ひきこもり状態にある

方と同様に、支援が必要な方にちゃんとした支援が届くようにこれからも把握、支援に努

めてまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 今言っていただいたような、そういう本当に実態を把握していくという、それに合わせ

て支援をしていくという、そういう作業非常に大事になると思うんですけれども、どうぞ

よろしくお願いしたいと思います。 

それから、やはりひきこもりというと、年齢層によっていろいろその原因なり、ある

いは様態があるんだと思うんです。若い世代ですと、小学校、中学校のときからの不登校、

それをそのまま継続してしまっているというようなケースもあるでしょうし、それから今

50代の方々というと、社会に出ようとした頃、まさに就職氷河期だったというようなこと

で、なかなかそこで思うように就職できなかったと。それ以降もリーマンショックなどが

あって、一番経済のひどい状況のときにこの方たちは青年期からこの50歳代ぐらいまでを

過ごしてきているということで、そのままひきこもりになってしまっているというような

ケースもあるんだと思うんですけれども、それぞれの世代に合わせてこの支援の仕方、工

夫をしていかなくてはいけないんですけれども、特に今の仕事がないとか、先ほどのこと

にも関わるんですけれども、先ほど話題になったことにも関わるんですけれども、こうい

った方々への特別な何らかの支援というのはしていただいているんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 福祉総合支援センター副参事。 

 

●小川福祉総合支援センター副参事 

 孤独・孤立対策の中で働きづらさを抱えた人への就労支援というのを実施しております

けれども、就職氷河期世代の方も対象者像には入っております。実際に、令和５年度30名

中、相談件数の中では50代、60代、70代と２人、４人、３人というふうな相談も上がって

おりますので、そういうふうな氷河期の方も対象に入れながら支援してまいりたいという

ふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目５地域福祉推進費の審査を終わります。 

 次に、項２老人福祉費について、項一括で御審査願います。老人福祉費は138ページか

ら143ページです。 

 

《項２老人福祉費》 
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◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 それでは、目１老人福祉推進費の高齢者電動アシスト自転車の購入補助事業についてお

聞きをいたします。これは、令和５年に171人の方が使っていただいているということで

す。この事業は令和３年から始まっていて、まだ新しいとは思うんですが、修理をしなけ

ればならないという声を聞くことはあるでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 特に、直接私どものほうでそのようなお声というのは、今のところちょっと聞いていな

いような状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 まだ新しいからないと思うんですが、私もそれは聞いたことないんですが、バッテリー

とか切れたらどうするのやろうかという市民の声を聞いたことがありまして、それは以前

にも紹介させていただくことがありました。今後の自動車運転免許の返納後の移動手段の

一つとして必要な事業であるので、続けていくべきであると思いますが、やはり今後修理

代がかかってくるようになる頃、修理代よりも買ったほうが安いとかいろいろあるんです

が、その辺のところでこの補助は一生に１回しか使えないのかとか、そういう点もまた長

期的な展望で考えていくべきかと思うんですが、その点いかがでしょう。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 令和３年度から３年間事業を実施する中で、外出機会が増えたという多くの声をいただ

いております。それから、この電動アシスト自転車の購入のきっかけとしまして、その運

転免許の返納という部分も視野にあったというお声も聞いておりますので、非常に高齢者

の移動手段の確保とか介護予防の増進という部分でこの事業は評価しておるところでござ

いますので、またその辺の今後利用者の方の移動手段としての必要度なんかも確認をしな
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がら、よりよい制度へと検討を重ねてまいりたいというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 せっかくの自転車なんですので、故障したからもう乗らへんようになったんやわという

ことでは介護予防にならないので、また長期的に考えていただきたいと思います。 

 続きまして、救急医療情報キット配備事業なんですが、これはもう10年以上続いている

かのように思うんですが、現在どのように配備して、現在というか、令和５年度どのよう

に配備していましたか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 令和５年度につきましても、新たに75歳になられる独居の高齢者の方に直接個別に郵送

で勧奨のほうをさせていただいております。また、障がいのある方につきましては、窓口

で手帳を交付する際に御案内もしておるような状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 それで、先ほども申し上げましたが、この事業かなり長く続いておりますので、過去に

配備された人というのは、中に入れている連絡先とか医療情報の更新をしやないかんとい

うことで、そのような更新の呼びかけもしていただいとるとは思うんですが、どのような

状況でしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 確かにその書いていただいている情報の内容が古いといけませんので、これまでも配備

者の方にはそのシートの更新を呼びかけておるところでございます。引き続きまして、正

しく活用していただけるように使い方であるとか情報更新の呼びかけを行ってまいりたい

というふうに考えております。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 言うてみたらこの筒を冷蔵庫の中に入れてということで、そのこれからのデジタル時代

にはそぐわないと思われる人もいるかもしれないんですが、やはりこれは長いこと続けて

いるというのは効果のあることだと思いますので、改めて訪問のツールとして医療情報の

更新であるとか、またそういうもともと始まったときは訪問のツールとして使えるという

ことで始まったかと思いますので、また改めてそういう効果を発揮できるように取組もし

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、項２老人福祉費の審査を終わります。 

 次に、142ページの項３児童福祉費、目１児童福祉総務費について御審査願います。 

児童福祉総務費は、142ページから147ページです。 

 

《項３児童福祉費》（目１児童福祉総務費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 この項で３の大事業、子育て応援事業、（７）の親子３人乗り自転車利用支援事業につ

いてお伺いしたいと思います。概要書では443ページとなります。この事業はレンタル事

業、最初、購入事業ということでしたわけですが、令和５年度にはレンタル事業が開始い

たしました。それについてどのように評価をしているのかお伺いしたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 こちらの親子３人乗り自転車のレンタル事業につきましては、新たに令和５年度から始

めさせていただきました。レンタル自転車につきましては、10台を用意させていただいて

貸出し決定をすることができましたので、大変御好評いただけたものと認識しております。 

以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 そうすると、その大変好評であったと、こういうことなんですが、この周知というのは

どのようにしたんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 こちらの事業周知につきましては、広報いせ、市ホームページ、ＳＮＳなどの配信など、

そのような情報媒体のほかに、保育所、幼稚園、認定こども園などを通じて保護者さんの

ほうに直接案内のほうをさせていただいて、事業の周知のほうを図らせていただいたとこ

ろでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 大体のところは、保育所なんかは僕自転車だけなんかなと、お店、そういう関係、購入

に行ったときにこういう事業がありますよということなんかなとか思っていたんですが、

保育所なんかでも周知していれば大体関係者には行き届くんかなと。例えばコンビニなん

かでもいいのかなと、こう思ったりもするんですが、なかなかコンビニもあまり周知する

とどうなんかなと、こういうふうにも思いましたので、周知としてはこのまままた申込み

が出るようにお願いしたいなと思います。 

 それで、申込みというのは、今回令和５年度においては10件というようなレンタルの実

施をしたということなんですが、申込みというのは10件やったのか、もっとあったのか、

その辺をお聞かせ願えますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 レンタル事業の申込みにつきましては、14人の方から申請のほうがございました。以上

でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 そうすると、その４件、４人の方についてはどのような対応をしたんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 14人の方から申請いただきましたので、抽せんのほうをうちのほうでさせていただいて、

10台のレンタルのほうをさせていただきました。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 抽せんでと、こういうことで理解させていただきました。14件、14人やったらいいのか

なと、こう思うんですが、予算の関係もあったのかと理解させていただきます。補正でも

そういう求めがあるんであれば、時期にもよるんでしょうけれども、補正でも上げていた

だきたいなと、こういうふうに思いました。 

今後も続くことでありますので、レンタル事業、令和６年度も続けているかと思いま

すので、このレンタル事業は非常に有効であると、そういうふうに評価いたします。今後

はニーズも把握しながら、ますます利用が増えるような対応と、引き続き安心して子育て

ができるような環境の整備に取り組まれていくことを期待いたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 私、決算書145ページの５、民間保育施設各種補助事業の中の６番目、民間保育施設送

迎バス安全装置設置補助事業、こちらのほうで御質問させていただきたいと思います。 

保育所等における安全対策をされたものでございます。民間保育施設の送迎バスの安全装

置の補助事業、令和４年９月に静岡県牧之原市で起こった認定こども園の送迎バスの園児

置き去りで起きた事件、事故の関係でございます。そのことについて、その後の経緯など

をお教えいただければと思います。 
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◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 この補助事業につきましてになりますが、委員仰せのとおり、静岡県で起こりました送

迎バスの園児置き去り死亡事件、事故を受けまして、保育事業等に係る基準が改正されま

して、安全計画の策定、職員及び保護者への周知、送迎バスを運行する場合の乗降者の点

呼や所在の把握のほか、送迎を目的とした自動車等への安全装置が義務づけされましたこ

とに伴いまして創設された事業になります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 バスへの安全装置の義務づけということでございます。このことを受けて、どのような

対応をされてこられたのかをお教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 この事故を受けましてになりますが、国のほうから通知がありまして、令和４年９月に

市内の全保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育事業所に対しまして、通知の案内と

ともに注意喚起を行っております。また、一斉調査、バスの保有台数等の調査が実施され

まして、各施設における送迎バスの安全管理について確認を行い、県におきましてバス運

行に伴う施設に対し実地指導が行われております。その結果につきましてですが、市内で

は改善を求められる指導はないということを確認しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 調査でありますとか実地指導等をされたということでございます。概要書のほうを見さ

せていただきまして、実績として７施設、送迎バス13台に対応されたということでござい

ますが、これで市内全部が対応されたということでよろしいんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 
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●濱地保育課長 

 この補助事業によりまして、市内の民間保育施設が運行する送迎バスの全てに安全装置

が設置されました。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 全て対応されたということでございます。この事業なんですが、財源はどうなっておる

かお教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 先ほど基準の改正があったとおり、安全装置の取付け義務化に伴うものであることから、

全額国からの補助金で賄われております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 全額国からの補助ということでございます。これまでも事件、事故等があってからの対

応がほとんどかなというふうに思います。それではどうかと思います。保育園など周辺の

危険箇所などを定期的に調査したり、対応したりというのはされておるんでしょうか、お

教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 この静岡県で起こりましたバス事故以前のことになるんですけれども、令和５年５月に

も滋賀県大津市におきまして、歩道を通行中の園児の集団に車が突っ込んでしまうという

交通事故が発生しております。これを受けまして、園児が散歩等で移動する経路の交通安

全を確保するために、緊急点検を各保育施設と一緒に実施しまして、防護柵であったり車

止めの設置等、必要な対策は実施されております。また、日々の保育業務の中におきまし

ても、例えばロッカーであったり下駄箱、椅子や机など備品であったり園庭の遊具、エア

コンなどの設備面につきましても、破損やぐらつき、故障がないか日々確認を行っており

まして、異常があった場合はすぐに修繕等が対応できるよう、保育課と各施設との間で連
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絡体制を確立して対応しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 連絡体制を確立して連携は取れているのかなというふうに思います。交通量が変化した

り、気候変動もあって猛暑などもあったりします。地域であったり社会情勢の変化で様々

な問題や課題が出てこようかと思います。子供たちの安全が第一だというふうには思うん

ですが、考え等あればよろしくお願いします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 日々の保育業務の中で危険と考えられる事例としましては、例えば転倒による園児のけ

がであったり、食物アレルギーをお持ちの児童への対応、暑い時期の園庭遊びやプール遊

びでの見守り時の事故などが考えられます。未然に事故やけがを防ぐためには、危険を想

定した対応を考えて保育士は日々の業務に当たっております。園児の安全が第一であると

考えておりますので、今後も安心して保護者が保育所へ子供を預けることができるよう、

安全な保育の提供に努めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すみません、保育士確保事業なんですが、若干の不用額が出ているようですが、その効

果はいかがでしたでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 保育士確保事業につきましては、保育士の確保を目的としまして、保育士復職就職支援

セミナーでありましたり、保育業務を担う保育士の周辺業務を行う職員であったり、保育

補助者の雇用に係る経費補助を行っております。また、令和５年度につきまして、９月補

正で議決をいただいたところになるんですけれども、保育士確保の状況などを訪問して各

施設に聞いたところ、その中の意見でいただきました保育士の確保が厳しいということで
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就労奨励金制度を議決いただきまして、10月から対応しておるところです。そこで計上し

た経費が少し余ったところです。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すみません、もう飛ばしまして、保育環境改善事業についてお聞きします。使用済み紙

おむつの処分については、回収に１日当たり２万4,000円かかるようなんですが、これは

手数料等も含まれておりますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 おむつの回収に係ります保育環境改善事業の契約につきましてなんですけれども、令和

５年度より契約内容を見直しまして、それまでは回収に係る事業につきまして、量を把握

するために専用の車で保育所のおむつだけを回収してもらうような契約で令和４年度まで

は実施しておりました。令和５年度につきましては、量が把握できましたことから、ほか

の施設のごみを一緒に集めて回収ができるように仕様を変更しまして、手数料も含んだ形

での契約として変更しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。このことは、保育士の負担軽減や、またおうちの方の負担の軽減につな

がっていると思いますが、そのような声など聞かれていますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 コロナ禍の際に、感染症対策であったり保護者の負担軽減、また保育士の負担軽減を目

的におむつの回収を実施したところでございます。おおむね保護者の方、保育士の方から

も好評いただいていると認識しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 
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○吉井詩子委員 

 それでは、次に、社会的養護自立支援事業についてお聞きしますが、予算に対しての執

行率はそれほど高くないと思うんですが、その理由というものをお聞かせください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 すみません、社会的養護の自立支援事業の御質問ということで、予算額から執行額のほ

うがそれまでもというところで、この事業につきましては、児童養護施設の退所児童等の

支援給付金ということで事業のほうを実施させていただいておりまして、その退所する児

童に対する給付額のところがおおむね占めているところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 見込みからしてどうだったのかなというのは思うんですが、今回この事業で退所前から

の顔合わせをするとか、きめ細やかな支援をされているんだなというふうに感じました。

どのようなアドバイスをされていますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 今回退所された児童は３名いるうちの会うことができたお二人に対しまして、支援、相

談のほうをさせていただきました。内容につきましては、やはり転出されるとかそういっ

たこともございまして、市役所での手続であったりとか、あとは税金の納める方法であっ

たりとかそういったことをいろいろ聞きたいということでお話をさせていただきました。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 伊勢市は、本当にこういう点についてきめ細かくやっているということで、ぜひ他市と

いうかそういうところがあるところに対しても、また紹介していっていただきたいなと思

います。また、次に、０歳児・未就園児等見守り支援事業なんですが、令和４年はゼロ歳
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児だけだったんですが、令和５年は未就園児にも拡大いたしました。その効果というのも

いろいろあったと思うんですが、訪問もしていただいて、ママ☆ほっとテラスへの来所に

つながったのでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 ママ☆ほっとテラスへの来所につきましては、ゼロ歳児を中心にさせていただきまして、

今回、令和５年度に未就園児対象にしたこの未就園児につきましては、こちらのほうから

家庭訪問を行う形で実施のほうをさせていただきました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 そのようにいろいろな声を聞いていただいたことで、今後、令和７年に開始される誰で

も通園制度とか新しい制度に対してのこの成果をつなげていっていただきたいなと思いま

す。 

 最後に、いじめ防止対策推進事業についてお聞きいたしたいと思います。相談実績の中

にはいじめ以外のものもあるようですが、どのようなものがありましたか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 相談件数526件あったんですけれども、いじめ以外の相談につきましては、学校の不登

校の相談でありますとか、あと家族関係、それから学校の友達との関係であったりとか部

活動、それからあとは学校の進路とかそういったところも相談がありました。あとはネッ

トの関係での友達とのトラブルとか、ネットのサイトの内容でありましたとかそういった

ところの相談、本当に様々な相談のほうをいただいておるところでございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 いじめ防止対策ということで、やはり子供たちがいろんな自分の思いを聞いてもらうと

ころを求めているのだなということがこの結果からも出ているのかと思います。国事業の

委託ということで、1,294万6,770円のうち、このアプリの導入をされていますが、この費
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用というものはいかほどでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 こちらのいじめ相談等対応等業務委託、こちらのアプリにつきましては、792万円の委

託料となっております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この事業、やはり今後も続けていっていただきたいと思いますが、かなりの負担額とな

っていくんだろうなと思いますが、どのように考えていらっしゃいますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長。 

 

●堀川健康福祉部参事兼福祉総合支援センター長 

 やはりこちらの委託料のほう、生徒の数によって決まってくるところはあるんですけれ

ども、ちょっと令和６年度の話になりますけれども、この状況を踏まえまして、ちょっと

委託の方法を変えました。令和５年度は、その委託先のほう、今全てチャットの内容の調

整等も全部していただいておったんですけれども、今年度につきましては、日中学校のあ

る時間中はこちらのこども家庭相談係のほう、直営という形で相談を受けております。夕

方５時から10時の時間帯でこちらの委託先のほうで聞いていただくというふうな、そうい

うふうな工夫のほうをしております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。学校に行っている時間はあまりないということなんですが、でも不登校

の方だったりすると、学校に行っていない時間にこういうオンラインを使っての相談もし

たいということもあるとは思いますので、またその辺のことも総合的に考えていただいて、

これは本当に視察も見えているぐらいの国から選ばれての事業であると思いますので、工

夫をしていただいて、また続けていただきたいと希望いたします。以上です。 

 

 



－52－ 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目１児童福祉総務費の審査を終わります。 

 審査の途中でありますが、午後１時15分まで休憩とします。 

 

休憩 午後０時11分 

再開 午後１時13分 

 

◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を続けます。 

 次に、146ページの目２児童措置費について御審査願います。 

 

（目２児童措置費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目２児童措置費の審査を終わります。 

 次に、目３父母子福祉費について御審査願います。 

 

（目３父母子福祉費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ここでは、ひとり親家庭の福祉事業についてお聞きをいたします。高等職業訓練促進給

付金等事業というのが以前からもあったのですが、看護師や理容師、はり師、きゅう師、

保育士などになっていると概要書のほうにありますが、この方々は伊勢市におられるんで

しょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 こちらの高等職業訓練促進給付金につきましては、９名の方なんですが、伊勢市のほう

にみえて就労のほうも多くの方は伊勢市のほうで就労されているという実情でございます。

以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 これ、いつも職業というのはどのように決められたんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 こちらのほうの取得資格につきましては、養成校を受けられるという形になりますので、

本人さんがどういった就労を望まれているかとか、今までの就労をどのような経験を積ま

れているかとかそのあたりのほうを聞かせていただきながら、養成校のほうを相談に乗ら

せていただいて御入学をされて継続されているという形になっております。以上でござい

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。本当にこの養成をしていただいて、皆さん頑張っていただいて

資格を取っていただいて本当によかったなというふうに思います。 

 次に、ひとり親家庭養育費の確保サポート事業なんですが、この事業につきましては、

当初は予算を71万5,000円上げておったんですが、実際は13万5,838円と決算額なっている

んですが、その理由はどういうことでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 こちらのひとり親家庭養育支援確保サポート事業につきましては、令和５年度当初予算

におきまして20件の申請を見込んでおりましたが、今回実績としては６件という利用でご

ざいましたので、今回決算額という形ではこのような形になっております。以上でござい

ます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 
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○吉井詩子委員 

 その20件と予想していたのが６件ということで、これは離婚される方が減ったのか、そ

れか周知が足らなかったのか、どのように分析されておられますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 子育て応援課長。 

 

●西川子育て応援課長 

 今回うちのほうの見込み件数を下回った要因につきましては、これという断定しづらい

ところではございましたが、先ほど委員仰せのとおり、離婚件数につきましては、減少傾

向という形でひとり親の方も少なくなっているという実情もございます。また、うちのほ

うで事業周知のほうをさせていただいているんですが、またこちらのほう、今現在、離婚

届の様式と一式でチラシのほうを入れさせていただくような形で離婚を考えている方にし

っかりとこの情報が届くようにさせていただいております。今後も継続していきたいと思

っております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。この周知のほうしっかりしていただくということでお願いします。そし

て、また離婚を考えている方に関しても、どのようにいろいろな悩みがあると思いますの

で、その辺についてもまた相談機関のほうにつなげるなど、また様々な支援のほうをして

いくべきだと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目３父母子福祉費の審査を終わります。 

 次に、目４児童福祉施設費について御審査願います。児童福祉施設費は、146ページか

ら149ページです。 

 

（目４児童福祉施設費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 
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○中村功委員 

 ここでは、市立保育所特別保育事業についてをお伺いしたいと思います。２の２です。 

 概要書では452ページに、一時保育の利用状況が記載されておりますが、この利用状況

についてどういう認識をしているのか、満足しているのか、ちょっと不足しているのか、

その視点でお伺いしたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 一時保育事業の利用状況についてになりますが、令和５年度の延べ利用者数と令和４年

度と比較しますと、1,000人ほど増加しております。公立施設の利用状況につきましては、

ＬＩＮＥによる申込みで抽せんとなっており、施設ごと１日ごとに抽せんをしており、一

度に複数の利用を申し込めることから、受入れ可能人数を超える場合、希望どおりに利用

できないこともございます。抽せんに漏れましたが、一時保育の利用が必要な場合は、キ

ャンセル待ちでの対応や他の一時保育施設を案内するなど、受入れ体制、受入れ調整を行

っておりますので、利用する保護者から利用できなくて困ったなどの声はなく、利用ニー

ズに応じた対応ができていると認識しております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 今のお話ですと、抽せんに漏れた方も納得というのかそれなりにうまいこといっている

と、こういうふうに理解させていただきます。ただ、この一時保育というのは、利用者に

ついて広がりというのか、一遍利用した人はまた経験があるので利用していくと思うんで

すが、新たな人について広がっていくという、そういうようなことはどうなんでしょう。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 委員仰せのとおり、一度利用した利用経験のある方が再度利用ケースが多いのが現状で

あります。ただ、令和６年度の事業になりますけれども、初めて利用する方に対して、ゼ

ロ歳、初めて利用される方に対してお試し利用ということで事業を開始しておりますので、

周知のほう努めてまいりたいと考えております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 
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○中村功委員 

 それでは、その事業についてどういうように周知をしているのかお聞きしたいと思いま

す。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 一時保育事業の周知につきましては、ホームページ、子育てハンドブックへの掲載のほ

か保育課窓口、各子育て支援センターでの相談の際に周知を行っております。また、健康

課が実施しております生後一、二か月での新生児訪問の際に、またこども家庭相談センタ

ーが実施している０歳児・未就園児等見守り支援事業においても一時保育事業の周知を行

っていただいております。 

 今後につきましても、効果的な事業の周知に努めてまいりたいと考えております。以上

でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ありがとうございます。周知はやっぱり漏れなく、できるだけそういう該当者、保護者

の方に周知、関係者の方にしていただくようよろしくお願いしたいと思います。一般質問

でもさせていただきましたが、こども誰でも通園制度と併せてよく似た事業かなとも理解

しますので、保護者のニーズに応えられて、子育て支援がますます充実していくことを期

待いたしまして終わります。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 それでは、ここで市立保育所各種保育事業の中の（４）地域子育て支援センター事業に

ついて少しお聞きをしたいと思います。概要書のほうでは454ページをお願いしたいと思

います。こちらの駅前の子育て支援センターにつきましては、新たな駅前の施設のＭｉｒ

ａＩＳＥの中の１階のフロアを使って、５月から始めていただいたかと思います。この概

要書にはこの令和５年度の利用者は２万8,500人ということで、大変多くの方に、御家族

に来ていただけたのかなというふうに思います。この人数につきまして、利用見込みと比

べてどうだったのか、その辺をお聞かせいただけますでしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 駅前子育て支援センター交流ひろば「あそびーな」の当初の利用見込みとしましては、

１回の利用に際しまして40組80名を最大の受入れ可能人数として想定しておりました。実

際の運用に当たりましては、密集を避け安全に利用できるように、初年度ということもあ

りますので、１回の利用人数の上限を平日は50人、土日祝日の休日は60名の１日３回の総

入替え制として運用を行っております。当初に想定しておりました最大受入れ可能人数と

比較しますと、１回当たりの利用者数を低くした運用としておりますので、下回っていた

と考えておりますけれども、設定した運用に沿って利用者数があったということで考えて

おります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。スムーズな運営をしていただいたというふうに理解をさせてい

ただきたいと思います。この概要書には、他の子育て支援センターの利用者数も載せてい

ただいておりますけれども、この子育て支援センターが駅前にできたことで、他の支援セ

ンターに影響はなかったのかどうか、またその辺の子供たちがどうだったのかというのは

教えていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 子育て支援センターの利用状況についてになりますが、令和２年度から令和４年度の利

用者数につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で利用者数が減少しておりまし

たので、令和元年度の利用者数で比較しますと、子育て支援センターきらら館につきまし

てになりますが、駅前子育て支援センターの開設に伴いまして、土日祝日の開設を含めた

週６日間で開設をしておりましたけれども、駅前ができたことで平日５日間の運用に変更

しております。このことに伴いまして、利用者数としては半数程度きらら館のほうはなっ

ております。これまできらら館の休日に利用している方につきましては、駅前子育て支援

センターのほうを利用していただいていると考えております。他の支援センターにつきま

しては、令和元年度と同程度の利用者数となっております。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。了解させていただきたいと思います。あと、申込み等、ＬＩＮＥを使っ

たスムーズな申込みであったんではないかと思いますけれども、その辺、土曜日、日曜日

も含めてこの申込みの状況はどうだったのか、その辺を教えていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 開設当初の交流ひろばの利用予約につきましては、ＬｏＧｏフォームを利用したオンラ

イン予約システムを導入しておりました。こちらでは、予約操作をするたびに住所、氏名

など基本的な情報から入力が必要となったために利用者の負担となっておりました。負担

軽減と利便性向上のためにＬＩＮＥを使った予約システムに変更しております。ＬＩＮＥ

による予約では、初回利用時に氏名や住所といった基本的な情報登録を行うことで、次回

以降、入力が不要となっておりますので、希望する日時を選択するだけでの操作で予約が

できまして負担軽減になっていると思います。また、キャンセル待ち等への対応について

も、ＬＩＮＥを使って利用できるようになっております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。時々施設へ行ったときに見せていただいたりもするんですけれ

ども、本当に子供たち楽しく遊んでいただいて、またお父さん、お母さん方も楽しそうな

顔をたくさん見せていただいております。令和７年度以降、もし利用者からの何か改善す

るような声があったりとか、また施設のほうで考えているようなことがあれば教えていた

だけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 施設や広場に関する意見としましては、施設や遊具を新しく、時間別に区切られるから

遊びやすい、屋内型の遊び場で玩具が充実していて、家ではできないよい経験がたくさん

でき、子供も楽しく遊んでいるといった声をいただいております。一旦整備については終

わっておるんですけれども、おもちゃであったり、玩具であったり、そういったものを充
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実を図りながら、利用者増につなげていきたいと考えております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。その辺またよろしくお願いしたいと思います。この概要書を見

せていただいた中で、１つだけ少し気になったのが、行事等ということで御覧いただきま

すと、駅前子育て支援センターにつきましては、令和５年度１つ、１回だけ行事は行った

ということで、他の施設見ていただきますと、複数回たくさんの行事を開いていただいて

おります。中にはクリスマス会をしたりとか、ハロウィンをしたりとか、また地域の皆さ

んと何か夏祭りをしたりとか、恐らくいろんな形で体育祭をしたりとか、そういうことも

支援センターの利用者と行事をしていただいているかと思いますけれども、ここについて

は、ＭｉｒａＩＳＥ駅前ということで利用者見ておりますと、車で来て子供たちが遊んで、

もうそのまま車で帰られるということも多いんではないかと思います。産業建設委員会分

科会でも出ていたかもということですけれども、地域の活性化も含めてこの駅前へ持って

きたということですので、周辺にベビーカーを押した方であったり、お子さん連れの方で

あったり、またいろんな地域とも一緒になってこの行事等も含めて活性化していただけた

らと思いますが、その辺のお考え教えていただけたらと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 保育課長。 

 

●濱地保育課長 

 各子育て支援センターで実施しています行事につきましてになりますが、身体計測であ

りましたり誕生日会を毎月行っている施設については、行事の回数が多くなっております。

駅前子育て支援センターと小俣保健センターにつきましては、それぞれママ☆ほっとテラ

ス、健康課におきまして身体計測を実施しているため、それぞれの子育て支援センターの

行事としての件数に含まれておりませんので、行事数が少なくなっております。 

 駅前子育て支援センターの行事につきましては、令和５年度、開設初年度ということも

ありまして、ひろばの運用に利用者を安全にしっかり受け入れることに重点を置いた運用

とさせていただきました。ただ、今後につきましては、今年度からになりますが、夏祭り

であったり、クリスマス会といった季節に関係する行事のほか、はいはいよちよちレース

会を隔月で実施するなど、行事の充実にも取り組んでまいります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部長。 
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●辻村健康福祉部長 

 あと御質問の後半でございました商店街との連携でございますけれども、この間オープ

ニングに際しましても、商店街の方に御協賛をいただいたりとか、また今年にはまちなか

ウォーカブルの中で記念イベントの日を１日設けまして、その中で露店に子育てのブース

を出店させていただいたりなど、いろんな形でこれからも連携しながら、中心市街地の活

性化にも協力していきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようですので、目４児童福祉施設費の審査を終わります。 

 次に、148ページの目５児童館費について御審査願います。 

 

（目５児童館費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目５児童館費の審査を終わります。 

 次に、目６こども発達支援費について御審査願います。こども発達支援費は、148ペー

ジから151ページです。 

 

（目６こども発達支援費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 こども発達支援費についてお聞きいたします。おおぞら児童園の登録数も増えているよ

うなんですが、また相談なんかも増えているようなんですが、細やかな相談をするために

大変御苦労されていると思いますが、その辺いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 こども発達支援室長。 

 

●樋口こども発達支援室長 

 おおぞら児童園の相談支援事業の状況について御説明させていただきます。概要書にも

ありますように、令和５年度計画作成のほうが591件、モニタリングのほうが1,270件と

年々増加しておりまして、令和６年３月末現在で契約数のほうが463人、相談支援員のほ
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うが５名で対応しておりまして、１名で90件近く受持ちをさせていただいております。内

訳としましては、未就学児のお子さんが45％、それから小学生が45％、中学生、高校生が

10％の割合で対応させていただいております。それを見込みまして、令和６年度１名相談

支援員のほうは増員をさせていただいて、迅速に対応できるよう体制を整わさせていただ

いております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 やはり以前と違って相談がしやすくなったということもその一因にはあると思うんです

が、今後も増えるのではないかなと想像されますので、またその辺の増員であるとか充実

をしていただきたいと思います。チェック・リスト・イン三重なんですが、これはもうほ

とんどの市内の保育園、幼稚園、認定こども園のほうほとんどされているんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 こども発達支援室長。 

 

●樋口こども発達支援室長 

 ＣＬＭ等個別の指導計画についてですが、令和５年度の実績でいきますと、公立の保育

所、こども園、幼稚園につきましては、全園11園実施していただきまして、14ケース、60

プランをつくっております。また、私立の保育所、こども園、幼稚園のほうでは、令和５

年度は８園、13ケース、18プランということで、合わせて市内で19園の27ケース、78プラ

ンを実施しておりまして、その実施することによって対象児の発達特性であったりとか、

あと保育環境の整備、支援方法の改善につながっております。 

 ＣＬＭについては、計画を立てたりプランをつくったりということで、現場ではなかな

か時間を取ってしまって大変な御苦労をしていただいているんですが、現場のほうからは、

ＣＬＭはすぐには効果は出てこないけれども、お子さんだったり、あと担任のほうの関わ

りが変わってくる過程、プロセスが見えてくるので、支援方法を考える手だてや道しるべ

になりましたという御感想もいただいております。スモールステップをしながら、お子さ

んの支援のほうへつなげていただいている状況です。令和６年度は、さらに私立のほうの

ＣＬＭを広げていきたいということで、ＣＬＭコーチを発達支援室のほうに専任しまして、

今年度は33園の中で25の私立園さんのほうにも協力いただいてＣＬＭを今進めているとこ

ろでございます。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 
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○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。それで、令和５年度はペアレント・トレーニングを本格実施す

るというふうなことだったんですが、この辺の成果というものはどんなものがあったでし

ょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 こども発達支援室長。 

 

●樋口こども発達支援室長 

 ペアレント・トレーニングについては、駅前移転をいたしまして、専用の部屋も整備し

て本格実施をしております。保護者の方に参加前と後でアンケート調査もさせていただい

たりして、保護者の気持ちとか行動の変化があったかを確認して事業評価のほうを図って

おります。また、教室実施中に保護者の方からの発言であったりとか報告をいただきなが

ら、その子供への理解が深まったりとか、あと対処方法がよく分かりましたというような

ことも聞かせていただいています。具体的には、やはり参加するときには子供の気持ちが

分からない、対応の仕方が分からない、子育てに自信がないわというふうな保護者から、

６回教室のほうを実施させていただくんですが、その中でロールプレーをしたりとか、実

際にいろんな意見交換をする中で、褒めることとか肯定的な視点を持って対応することで

子供のかんしゃくが収まって親子関係が穏やかになりましたというふうな声も聞かせてい

ただいておりますので、今後もこちらの保護者支援としてペアレント・トレーニングのほ

うは実施をしていきたいと思っております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 ありがとうございます。このペアレント・トレーニングを本格実施をしていただきまし

て、それでまた保護者の学習会のほうで先輩お母さんの話ということで16人の方が参加も

されておられます。また、このペアレント・トレーニングを受けた方が、今度はペアレン

ト・メンターとなって、今度はまたこういう先輩お母さんとなって話をしていくような、

今後そういうふうにしていくというお考えはありますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 こども発達支援室長。 

 

●樋口こども発達支援室長 

 委員仰せのとおり、ペアレント・トレーニングとか、あとおおぞら児童園ですと、利用

してみえた卒業されたお子さんの保護者の方が、今現在こども発達支援室であったりとか、

おおぞらのほうの利用をされている方に自分の体験を伝えていただくというのは大事な機
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会だと思いますので、今後ペアレント・トレーニングのその後の教室ではないですけれど

も、フォローアップでそういうことも考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 やはり先輩お母さんはすごく気持ちも分かっていただけると思いますので、またそのよ

うな事業を進めていっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目６こども発達支援費の審査を終わります。 

 次に、150ページの項４生活保護費について、項一括で御審査願います。 

 

《項４生活保護費》 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この生活保護費なんですが、令和４年よりも減ってきているということなんですが、そ

の理由というものはどういうことでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 保護費全体の話でしょうか、医療費。 

 

○吉井詩子委員 

 生活保護の方が減って…… 

 

●城生活支援課長 

 全体としましては、確かに今委員おっしゃっていただきましたように減少をしておりま

す。金額としては約2,500万円減少しております。中身としましては、保護の世帯数が63
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世帯ほど減少している、それから人数で100人ほどが減少したことにより3,000万円程度の

予算が減ったということがございます。 

 一方で、医療扶助費につきましては、ほぼ横ばいとなっております。他方他施策の活用

とか、それからやはりコロナ禍が明けて生活が正常化したことにより、１人当たりの医療

費が増高してきている、そういう影響が医療扶助費のほうには出ているのかなというふう

に考えております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 コロナが明けてということもあると思うんですが、まだまだ目に見えないところで、生

活困窮で相談につながれていない方もあると思いますので、またこれからの支援もお願い

したいところであります。 

先日テレビ等でもその職員さん１人当たりが担当する方、対象の方の人数がとても多

くて困っている自治体もあるというようなニュースもございましたが、伊勢市においては

その国の基準と比べましてどのようになっていますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 国のほうは、ケースワーカー担当１人当たり80人の保護世帯が基準となるというふうに

示されております。伊勢市のほうは、現在はその基準内ということになっております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 地域によって、物すごく遠いところへ行かないかんようなならん人もあるので、その辺

のところもいろいろと考えていただいとるのかなとは思うんですが、この生活保護のこと

でありますとか生活支援課にいらっしゃる方、保護に結びつく方やほかの支援策につなが

る方とかいろんな方がみえると思うんですが、やはりこの相談というのは本当にお一人お

一人それぞれあると思うのですが、この相談をする時間というものは、大体でいいんです

けれどもどれぐらいかかりますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 
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●城生活支援課長 

 当然ばらつきは大きくあるんですけれども、少なくとも申請をしていただくには１時間

以上は要しているというのが実情です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 １時間以上、２時間とかになってしまう方もあると思うんですが、その分じっくりと聞

いていただいておるというふうに理解をいたしますが、その相談をするのに生活支援課の

ところに相談室があると思うんですが、そこのところが全部空調が効いていなくて、この

相談の環境として適しているかどうかということを考えますと、ちょっと入っていって心

が冷え冷えとするような、空調で冷えるのはいいんですけれども、何かそういう環境では

ないのかなと思いますが、その辺聞いてもよろしいでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 冷え冷えというよりも、やはりこの夏の暑さのほうは結構こたえます。多分構造上の問

題だと思うんですけれども、３室相談室があるんですけれども、エアコン、空調の効きが

悪いというのは事実でございます。ただ、プライベートな話しかしていませんので、ドア

を開けっ放してするというわけにもいきませんので、時折換気をしながら何とかやり過ご

したというところでございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 何とかやり過ごしたということで、大変御苦労されているのだなという、今の一言で伝

わってまいりました。本当に伊勢市は物すごく相談に力を入れているという、支援に力を

入れているということが今の伊勢市でございますので、この支援課のほうの相談のところ、

またほかのところもあるかとも思いますが、やはりちゃんとした環境を整えていただきま

すようよろしくお願いいたします。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木副会長。 
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○楠木宏彦副会長 

 今、生活保護のことについて聞いていただきましたけれども、その件について若干お聞

きしたいと思いますが、利用しております世帯の主な特徴はどのようになっていますでし

ょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 現在約830世帯が生活保護になっておりますけれども、その世帯の内訳を見ますと、65

歳以上の高齢者世帯が約65％ございます。それから障がい、それから傷病者、この世帯が

20％で、母子あるいは一般世帯が約15％となっております。高齢者世帯の中には、老齢年

金や障害年金だけでは生活が成り立たないという世帯も含んではおります。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 高齢者が非常に多いというふうなことで、確かに年金が少な過ぎる、あるいは無年金の

方もいらっしゃるんだと思うので、そういった方々への保護をしていただきたいと思うん

ですけれども、それとは反対に若年層もある程度いらっしゃると思うんですけれども、そ

ういった方々の特徴はどのようなものなんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 生活支援課長。 

 

●城生活支援課長 

 若年層、人数としては少ないんですけれども、その特徴としましては、明確な分類とい

うものはできてはおりませんけれども、例えば何らかの障がいを持っているケース、ある

いは何らかの事情により家族や親族からの支援が受けられずに生活困窮に至ってしまった

という方が多いのではないかなという印象を持ってはおります。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 若年者はそういうような方がいらっしゃるわけで、障がいなどについては、やはり適切

な対応もしていかなくちゃいけないんだと思いますけれども、それ以外のケースについて

も、やはり若年ということは将来のある方々ですので、就労につなげていくような、そう
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いった直接すぐにできないケースが多いんだと思うんですけれども、そういった方向性も

ほかの事業とも関連づけながら支援をお願いしたいと思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、項４生活保護費の審査を終わります。 

 次に、152ページをお開きください。 

 項６国民年金事務費について、項一括で御審査願います。 

 

《項６国民年金事務費》 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、項６国民年金事務費の審査を終わります。 

 以上で、款３民生費の当分科会関係分の審査を終わります。 

 当局説明員交代のため、暫時休憩します。 

 

休憩 午後１時46分 

再開 午後１時48分 

 

◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、款４衛生費の審査に入ります。 

 衛生費については、目単位での審査をお願いします。 

 それでは、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費について御審査願います。 

 保健衛生総務費は、154ページから157ページです。 

 なお、目１保健衛生総務費のうち当分科会の審査から除かれるのは、155ページ、大事

業11、水道事業会計繰出金、157ページ、大事業12、水道事業出資金です。 

 

【款４衛生費】《項１保健衛生費》（目１保健衛生総務費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 155ページ、決算書、こちらの７番、衛生一般事業の中の１番、衛生一般経費、こちら

で御質問をさせていただきたいと思います。概要書のほうの319ページを見させていただ
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きますと、４番、上のほうです、電気バスによる啓発、このような事業をされております。

そこを見させていただきますと、令和５年度はコミュニティバスのほうに２台電気バスを

導入したとあります。三重交通様とポケモンラッピング、ＥＶ、電気バスの取組について、

もう少し具体的な説明をいただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 ポケモンラッピングの電気バスにつきましては、三重交通株式会社様と株式会社ポケモ

ン様の御協力をいただき取り組んでいるところです。記載にもございますが、ラッピング

バスのお披露目式を実施しまして、近くの園児にも来てもらい、和やかに実施させていた

だきました。新聞でも複数取り上げていただき、アピールできたのかなと思っております。 

以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 ポケモンさんと協力いただいてということで、子供たちにも人気かなというふうには思

っております。子供たちが環境問題に触れるいい契機になったのかなというところで、少

し環境教育、こちらについて教えてもらいたいと思います。子供の頃から環境教育に取り

組むということが大事かなというふうに思っております。環境省のほうで取り組んでいる

ことでクールチョイスというのがございます。このことについて、クールチョイス、賢い

選択ということだとは思うんですが、このことについて認識されていると思うんですが、

説明も含めてお教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 クールチョイスにつきましては、脱炭素の社会づくりに貢献する製品への買換えであっ

たり、サービスの利用であったり、ライフスタイルの選択など、日々の生活の中であらゆ

る賢い選択をしていこうという取組であると理解しております。環境省でクールチョイス

は、最近ではエコ活とかも言われております。具体的には、家電を買い換える際はエコ家

電にしたり、外出の際は公共交通機関を利用したり、夏の期間はクールビズで過ごすなど、

自分でできる身近なところから始める地球温暖化対策の取組であると認識しております。 

以上です。 
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◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 少しネットのほうで見させていただきまして、小学生向けの教材をいろいろ市がつくっ

ているというところがありました。この先ほどのクールチョイスのことが小学生向けの教

材でつくったとか、その自治体の環境を動画にして教材にしているというところもあるん

ですが、伊勢市としてはどのようにお考えか教えていただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 先進的な自治体で動画を作成して子供たちにも見ていただいておるというふうな事例が

あることは認識しています。動画を作るというところまではございませんが、本市の子供

向けのクールチョイスの取組として、伊勢市の環境教育の取り組む一環で協定を締結して

います三十三銀行さんにみえこどもエコ活動というのを実施していただいているところで

す。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 事業者さんのほうで協力いただいて、そのクールチョイス、その辺のことも触れていた

だいておるということでございます。これからも一緒に環境教育、出前講座等をしていた

だけるとは思うんですが、最後に、今後環境課さんのほうで考えがあればお教えいただき

たいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 先ほど申し上げたこどもエコ活動でございますけれども、小学校の４・５年生が対象で

はありますけれども、自分たちで電力の消費量やごみの量を記録して、それをどうやって

減らしていくか考えて家族と一緒に取り組むというふうなことを行っていただいています。

環境教育の協定を締結している企業は複数ございますので、引き続き事業者とも連携して、

こういった取組を広げていきたいというふうに考えております。以上です。 
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◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 小さい頃から環境教育、環境に関心を持ってもらうという契機になればと思いますので、

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 それでは、ここで２つお尋ねをさせていただきます。１つは、公害対策の事業のところ

と、もう一つが脱炭素社会推進事業でお聞きしたいと思います。調査事業ということで、

この公害対策事業につきましては、概要書の322ページのところに調査結果を載せていた

だいております。その中で、いろんな河川の水質調査をしていただいているところが中段

部分にあるんですけれども、それを見せていただきますと、主な河川のＢＯＤの調査結果

ということで載せていただいております。この中のちょうど真ん中になります勢田川の中

部幹線出口というところの数値なんですけれども、令和５年度におきましては17.0ミリグ

ラムパーリットルということで、随分環境基準よりも高い数値が出ております。何かあっ

たのかどうかちょっと分からないですけれども、ちょっとこの数字どうなのかなというふ

うに思いますが、この辺どのように環境課としては分析をしているのか教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 322ページの主な河川のＢＯＤ調査結果でございます。まず、ＢＯＤにつきましては、

河川の汚濁状況を示す代表的な指標でありまして、値が大きいほど汚れているということ

になります。例えば汚濁に強いコイやフナなどは、５ミリグラムパーリットル以下の水質

が必要やと言われております。勢田川の環境基準点につきましては、この表の上段にある

勢田大橋、黒瀬町と田尻町に架かる橋ですけれども、こちらが環境基準点になっておりま

す。それとは別に、汚濁の状況をきめ細かく把握するために、主要な幹線排水路の出口を

勢田大橋の下のところの表で示しております。今回、中部幹線の出口で17となったところ

につきましては、勢田川に架かるＪＲの鉄橋の少し下流の排水溝でございまして、こちら

の17という値は５月のもので、水路に水量がなかったため汚水が混ざらずに濃い部分だっ

たというふうに考えています。大腸菌等その他の値も高かったので、生活排水の影響だと

いうふうに分析をしております。以上です。 
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◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。勢田川については、桧尻川の合流点につきましては随分きれい

になってきました。まだその中部幹線の辺りはまだまだ汚れた水が流れてきているのかな

と思いますけれども、この辺の数字確認するために再測定とかそういったことはされてい

るんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 値がかなり高かったので、現地のほうを確認しまして、特にこういう場合ですとかなり

臭うような状況があります。簡易検査キットで違う時間帯ですけれども測定したところ、

特に問題ありませんでしたし、生き物が死んでいるというようなこともありませんでした

ので、そのような再確認となっております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。また、その辺しっかりとチェックしていただきながら、この勢田川の水

質改善には努力をしていただけたらというふうに思います。 

 続いて、脱炭素社会普及促進事業についてお聞きしたいと思います。令和４年の10月に

ゼロカーボンシティいせを表明して、この令和５年度新たな取組も幾つかしていただきま

した。中には事業所の取組支援、また脱炭素に向けた基礎調査についてということで、新

規事業として２つ大きくしていただいておりますけれども、概要書の319ページにその事

業所の取組の支援ということで結果を載せていただいてあります。新たに省エネ診断、ま

た温室効果ガス排出量の算定など、事業所の取組に対する支援をつくっていただきました。 

 成果としては、事業所が10件、費用としては、交付額としては113万6,000円ということ

で成果表には載せていただいてありますけれども、その辺の内容をもう少し詳しく教えて

ください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 こちらの事業所脱炭素化支援補助金につきましては、市内の中小企業を対象にしまして
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温室効果ガスの排出量算定や省エネ診断などを実施していただき、脱炭素経営の第一歩を

踏み出していただくものでございます。連携協定を締結しました百五銀行さんなど金融機

関の協力を得まして、企業に直接働きかけをいただいて活用いただいているものです。 

以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。まだまだ件数も少ないかなと思いますので、ぜひ今後また努力をお願い

したいと思います。 

もう一つ、脱炭素化に向けた基礎調査についてということで、伊勢市内の温室効果ガ

スの排出量、また吸収量、それを市民、事業者の意識、取組等に関する調査を実施してい

ただいたとありますけれども、その辺もう少し調査結果の内容等を教えていただけますで

しょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 結果につきましては、まず現状把握につきましては、環境基本計画の改定に向けて温室

効果ガスの排出量と森林の吸収量を把握しております。またおおむね５年に一度ですけれ

ども、市民、事業者、大学生に環境に関するアンケートを実施しているものです。温室効

果ガスの排出量につきましては、2020年度ベースではありますが、市内で合計で約81万

8,000トン排出をしているというところです。それに対しまして、森林による吸収は約１

万4,000トンでありました。こちらが現状把握の一つであります。また、アンケートにつ

きましては、環境全般に関する意識についてお聞きするもので、1,100件ほど回答をいた

だいております。傾向としましては、カーボンニュートラルに対する内容を理解している

というふうに答えた方が５割を超える状況でございました。一方で、事業所においては、

環境保全に取り組む資金やノウハウ、人材が不足しているというふうな課題を挙げられて

いました。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。いろいろと数値等確認をしていただいて、基礎となるデータが

取れたんではないかと思います。まだまだ地球温暖化については、昨今の地球沸騰化と言

われるような気温の上昇もありますけれども、ぜひこの辺一緒に生かしていただいて、こ
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の市役所、また企業、市内の商工業の皆さんともこれからもオール伊勢でこの温室効果ガ

ス排出削減に取り組んでいっていただきたいと思いますが、その辺もう少し最後にお聞か

せをいただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 今、御説明させていただいた現状把握につきましては、環境審議会のほうでも御議論い

ただきながら、情報共有させていただきながら、また様々な主体と連携して市民生活にお

いて環境保全や脱炭素、取組を実際にしていただけるよう粘り強く取組を進めたいという

ふうに考えております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 今、脱炭素社会推進事業について質問していただきました。その事業の中身についても、

今いろいろと説明していただいたんですけれども、予算の段階で762万9,000円余りが計上

されていたんですけれども、決算では脱炭素社会普及促進事業として442万円余りになっ

ていると、随分少ないように思うんですけれども、そこの事情について、今いろいろ努力

していただいているというようなことは伺ったんですが、予算の段階からこれだけ少なく

なってしまったということについての内容についてはどのように見ていただいていますで

しょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 予算額に対して決算額が300万円ほど少ないというふうな状況となっております。こち

らは主に先ほど申し上げました事業所の脱炭素化補助金、こちらの制度設計、手探りの状

態でやっておりまして、時間を要したためスタートが少し遅くなり、周知不足から令和５

年度については申請が少ない結果となりました。また、併せて行っています市民アンケー

トのほうでは、オンラインで回答していただいた方の郵送代が安く抑えられたというよう

なことから差額が出ております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 
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○楠木宏彦副会長 

 そうしますと、予算の段階で一般の市民の方々からの申請についてはほぼ達成できたと、

ただ、その利用数の関係が十分にいかなかったと、そういうことでよろしいでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境課長。 

 

●山本環境課長 

 補助制度につきましては、少し令和５年度、遅くなったわけですけれども、金融機関さ

んとも十分連携を取りながら、今年度につきましては、予算額の枠はもう埋まっておる状

況ですので、引き続き取り組んでいきたいと考えております。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 予算の枠は埋まってしまっているということですけれども、またそれについては、先ほ

ども𠮷岡さんもおっしゃってみえたけれども、やはり地球沸騰の中で、どのようにこの問

題に取り組んでいくのかと非常に本気度が問われると思いますので、もしされなければ、

さらに申請があったとするならば補正なども考えていただいて、もっともっと真剣に取り

組んでいただければと思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目１保健衛生総務費の当分科会関係分の審査を

終わります。 

 次に、156ページの目２保健センター費について御審査願います。保健センター費は、

156ページから159ページです。 

 

（目２保健センター費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目２保健センター費の審査を終わります。 

 審査の途中でありますが、２時20分まで休憩します。 
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休憩 午後２時08分 

再開 午後２時19分 

 

◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を続けます。 

 次に、158ページの目３予防費について御審査願います。 

 

（目３予防費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ここで、新型コロナウイルスワクチン接種事業、２の（１）をお伺いしたいと思います。 

概要書では356ページになるかと思います。令和５年も春に開始接種というのと、秋開始

接種というのを令和５年度についてはしておりますけれども、概要書の接種率を見せてい

ただきますと、徐々に接種率が低くなっていると、こう思うんですが、どのように考えて

いるのかお聞かせ願いたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課副参事。 

 

●北村健康課副参事 

 委員仰せの接種率ですが、確かに65歳以上のところを見ますと、春開始接種から秋開始

接種にかけて接種率が下がっております。こちらのほうといたしましても、最終的には接

種をしていただくのは個人の判断で接種していただくところではございますけれども、リ

スクとベネフィット、どちらも確認できて接種するしないの判断ができるように、こちら

といたしましても周知のほうをさせていただいていたところです。また、10月から定期接

種として始まりますけれども、そちらのほうもしっかりと周知させていただきたいと思っ

ています。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 それでは、インフルエンザも接種がこの冬に向けてまた始まってくると思うんですが、

その比較した場合、インフルエンザと比較した場合はどのような感じの接種率というのか、

そういうように比較してどんなんでしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 健康課副参事。 

 

●北村健康課副参事 

 令和５年度の季節性インフルエンザ、高齢者対象の定期接種でございますが、接種率は

54.5％ございました。これコロナのワクチンと比べるとかなり季節性インフルエンザのほ

うは接種率が高いような状況でございます。やっぱりコロナに関しましては、まだ始まっ

て間もないワクチン、高齢者インフル、インフルエンザのほうはもう始まって年数がたっ

ているワクチンというところで、こっちはもう続いているから打っても大丈夫やろう、こ

っちはまだちょっと不安なところもあるから接種をやめようかというところの判断はされ

ているのかなというふうには解釈しております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 先ほども聞かせていただきましたが、最終的には個人の判断と、こういうことになりま

すので、ちょっと日も要るのかなと、そんなような気がいたします。今回、最近ですが、

コロナウイルスの感染症は去年あたりから夏と冬に年２回もうピークがやってくるという

ようなことを聞くんですが、それはどうなんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課副参事。 

 

●北村健康課副参事 

 昨年５月８日から５類相当に変わりまして、接種率も定点観測というふうに数え方が変

わったんですけれども、確かに令和５年に至りましては、定点観測で伊勢保健所管内で、

１週間あたり10人以上超えとる週というのが11週続いていました。でも、今年に入って定

点観測で10人以上続いている週が４週とかなり短くなってきておるのも事実でございます。

ただ、委員仰せのとおり、冬以外に夏にも感染者が増えてきているというのは事実でござ

いますので、基本的な感染対策を周知しながら、皆さん気をつけていただくような形で周

知させていただきたいと思います。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 最近のコロナウイルスにかかった方を聞くと、全てではないと思うんですが、なかなか
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治ってから後遺症が、特に喉なんかがやられとるような、なかなか声が出やんのやとかそ

んなようなことも聞きますので、今後も最終的には個人の判断とは言うものの、丁寧な情

報提供といいますのか、必要な部分についてはしっかりとしていただきたい。健康文化都

市の名に恥じないように期待しますので、よろしくお願いいたします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課副参事。 

 

●北村健康課副参事 

 すみません、ちょっと先ほどの説明で定点観測、接種率と言ってしまっていましたけれ

ども、これ感染者数、感染率の間違いでございます。訂正しておわびします。すみません

でした。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目３予防費の審査を終わります。 

 次に、目４成人保健推進費について御審査願います。 

 成人保健推進費は、158ページから161ページです。 

 

（目４成人保健推進費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目４成人保健推進費の審査を終わります。 

 次に、160ページの目５母子保健推進費について御審査願います。 

 

（目５母子保健推進費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 概要書は352ページに出ております妊娠出産支援の事業についてお聞きしたいと思いま

す。産後ケアの事業などもずっと今までもやってもらっているんですが、宿泊型６件、通

所型ゼロ、訪問型４件となっていて、この通所型はあまり前もなかったように思うんです

が、その辺はどういう理由でしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 産後ケア事業は、育児不安が強く、家族支援が得られにくいおおむね産後１年までの産

婦と子を対象に、産科医療機関等において母体ケア、育児相談等の産後ケアを産科医療機

関や助産所への委託により実施している事業でございます。その中で、宿泊型、通所型、

訪問型と３種類の種類がございまして、通所型のほうは日中実施施設への通所により個別

または集団で心身のケアや育児サポート等のきめ細かい支援を実施する事業でございます。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すみません、通所型がゼロなんで、その理由をお願いします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 こちらのほうは、産後の産婦さんの御希望により、その希望に沿った宿泊型、通所型、

訪問型のほうから選んでいただいております。宿泊型は、その出産後入院されて、そのま

まちょっと自宅に帰るのには不安が多い方がそのまま延長する形で通所型を利用される方

が多いかと思われます。訪問型は、自宅のほうに伺ってケアを実施させてもらうんですが、

通所型は通っていただく形になりますので、聞かせてもらう声によりますと、通う負担と

いうところもあるのかなと考えてはおります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。この産後ケア事業、もうやってもらっているんですが、最近なんですが、

産科医療機関が伊勢市でも減少しておりますが、その辺の影響というものは考えられませ

んでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 
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●村井健康課長 

 委員おっしゃられますように、確かにその産科医療機関の減少が課題にはなっておりま

す。ただ、令和５年度も10件ということで、例年並みの利用がございました。産婦人科の

減少の課題なんですが、現在のところ、事業利用を希望される方、あるいは必要とする方

に対応はできておりますが、今後、受皿である委託施設の確保に努めてまいりたいと考え

ております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 今のところは受けていただいておるという答弁だったのかと思うんですが、もう既に里

帰り出産などはできないというような声も聞いておりますので、また今後の課題として捉

えていっていかないと駄目なのかなと思います。また、この母子手帳の交付などのときに

も、いろいろと相談聞いたりとかそういうこともされておると思うんですが、リトルベビ

ーブック、低体重児のお子さんへのこの母子手帳というかその辺の配付の状況というのは

いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 健康課のほうで母子健康手帳交付はさせていただいておりまして、小さく産まれたお子

さんには、測定しながらそのお子さんなりの伸びを一緒に確認するような形でフォローさ

せていただいております。手帳の交付まではちょっとさせていただいてはいないんですが、

一緒に発育曲線を確認していく形でサポートさせていただいております。以上でございま

す。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 通常の手帳ですと、低体重児の方の体重のグラフがもう欄外のようになってしまうとい

うことから、そういうふうなものも県のほうでも進められておると思いますので、またそ

こら辺の推進もすべきであると思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康福祉部次長。 
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●谷健康福祉部次長 

 すみません、ちょっと補足させていただきます。低出生体重児で産まれた子供さんは、

長い間、病院のほうに入院されておりますので、そちらのほうの病院で発行していただき

ましたり、またママ☆ほっとテラスのほうでもそちらの手帳を欲しいと言われる方も今ま

でもございますので、その方には渡させていただいております。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この事業なんですが、切れ目のない支援ということで母子のをやっていただいているん

ですが、今のこのリトルベビーブックのこともそうなんですが、低体重児で産まれたとい

うことでかなり精神的に不安を感じる、自分を責めたりとかそういうお母さんがいるとい

うことで、今、ママ☆ほっとテラスのほうでということもお聞きいたしました。あと、今、

こども家庭庁のほうからも、流産であったり、死産であったりとかそういうふうな方のこ

ともグリーフケアもすべきだというふうなことも言われております。切れ目のない支援と

いうことで、その辺についても令和５年度何かされましたでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 母子手帳発行を機に、妊娠期から早くから関わっておりますので、残念ながら流産や死

産といったこともなくはございません。そういった後もそのケースの方に連絡取らせてい

ただきながら、メンタル面のフォローなどをさせていただいているところでございます。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 そのメンタル面のフォローをしていただいているということで、またこれからも、その

辺のところも予算のほうでも説明書に出てくるようなそういう形を取っていっていただき

たいなと思います。 

 それから、不妊不育治療の助成の事業なんですが、令和５年から新たに先進的な不妊治

療と保険適用終了後の特定不妊治療費の一部助成を開始したということで、件数も増えて

いるようなんですが、この辺の不妊不育治療の関係も、やはり受けている間も身体的にも

精神的にも負担なことが多いと思いますので、この辺のケアについても令和５年度は何か

されていますでしょうか。 
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◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 委員仰せられましたように、不妊治療、不育治療をされている方というのは、長期にわ

たる治療をされている方が多いと認識しております。助成の申請にお越しいただいたとき

には、対応した保健師がお話もさせていただくこともありますので、そういったつらいお

気持ちをお話しされた場合は受止めさせていただいたりということもあるかとは思います。 

以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この事業なんですけれども、当初予算で上げられていたのと決算額と比べますと、ちょ

っと不用額のほうも出ているようなんですが、その辺の分析はどのようにされていますで

しょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 先進医療と今回令和５年度から先進医療の助成と保険適用終了後の回数追加助成である

ものに保険適用終了後の回数の助成はゼロ件だったんですが、件数が増加したことによる

増加にはなっております。申し訳ありません。先進医療の助成による増加です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後２時35分 

再開 午後２時36分 

 

◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を続けます。 

 健康課長。 

 

●村井健康課長 

 申請者の数や額によりますので、ちょっと見込んだ予定したよりも額が少なかったとい
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うことです。申し訳ありません。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 分かりました。この不妊不育治療、せっかくこの幅が広がりましたので、また１人目成

功して、また次、２人目挑戦しようかという方も増えてくると思いますので、その辺のと

ころの周知でありますとかメンタル面のケアなどについても進めていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目５母子保健推進費の審査を終わります。 

 次に、目６墓地費について御審査願います。 

 

（目６墓地費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目６墓地費の審査を終わります。 

 次に、目７診療所費について御審査願います。診療所費は、160ページから163ページで

す。 

 

（目７診療所費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目７診療所費の審査を終わります。 

 次に、162ページの項２清掃費、目１清掃総務費について御審査願います。 

 

《項２清掃費》（目１清掃総務費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 ここの項で、３番のきれいなまちづくり推進事業の（１）きれいなまちづくり推進事業
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をお伺いしたいと思います。概要書339ページ、ここにごみ減量化・資源化の推進を目的

としたと、こういうふうなところで、令和５年５月20日には、ごみゼロの日にちなんでと、

こういうようなことが実施をしたと、こういうことでありますが、これの目的がごみ減量

化・資源化なのかという、少し、はてというような感じでこう思うんですが、その辺この

ごみゼロの目的というのをまずお聞きしたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 ごみゼロ早朝清掃の目的ということで御質問をいただいたと思います。このごみゼロ早

朝清掃といいますのが、５月30日のごみゼロの日ということにちなみまして、市民等がご

み問題に対する意識を高めてもらうためのきっかけということで、そちらにつながること

を目的に伊勢市環境会議さんとともに事業として実施をしているところでございます。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 分かりました。ごみ問題に対する意識のきっかけと、意識を上げていくため、高揚のた

めと、こういうことで、この概要書というのかを見させていただきますと、ごみの減量

化・資源化の推進を目的としたと、こういうふうにも書いてありましたので、少しちょっ

と何でなんかなというような気がしましたもんで、お伺いさせていただきました。 

 それでは、私もなるだけこのごみゼロの日に合わせた企画には、作業には参加をさせて

もらおうと、こう思っているんですが、何回か参加もしたこともあるんですが、参加をし

ても実はごみが全然なく、何か時間を持て余すような時間を過ごさせていただきます。職

員の皆様も多分そうなんかなと。朝の散歩がてらにというのは、ごみで集まってくれると

いうのは大変いいのかなと思いますが、果たしてどのような効果があるのかというのがち

ょっと思っているわけです。その辺はどのように考えておりますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 委員仰せのとおり、早朝清掃を実施させていただく中でごみが少ない、そういったお声

というのも聞かさせていただいとるところでございます。ただ、このごみゼロ早朝清掃の

ほうも、令和２年度には新型コロナの関係で中止をいたしましたが、これまで毎年実施を

してくるということで、先ほど目的のほうでもお話しさせていただきました参加いただく
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ことで意識向上をするためのきっかけにはつながっておるのかなということで、参加いた

だいとるということでの一定の効果はあるものというふうには考えております。以上でご

ざいます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 効果がないとは申しませんけれども、何かいつも参加しても、ごみがないとやっぱりご

み拾いということになると袋いっぱいにごみを拾いたいと、こう思うわけであります。も

っとやり方を変えたらどうかなとも思います。例えばの話ですが、今はごみゼロの日には

１か所、駅とか五十鈴川とか１か所へ集まって皆さんこの範囲でごみ拾いしましょうねと

いうやり方を取っているかと思うんですが、私は例えばですが、ごみゼロの日に各企業に

自分のところの会社の周りを拾っていただくとか、そのほうが何か伊勢市全体にごみ拾い

の意識が広がるような、今日はごみゼロやで、ごみをそういう問題をごみについて考えよ

うねとか、そういうほうがいいのかな。例えば学校でもいいかと思いますが、学校の周り

をきれいにしましょうとかいうような運動に持っていけたら、もちろん自治会とか勢田川

の清掃の部分もありますけれども、ごみゼロというのは全国的な日なので、そういう意識

を何かやり方を少し、もちろんその駅前だとか五十鈴川のをやめろとは思いません。もち

ろんやっていただいたら、私もこれからも積極的に参加はしたいと思いますが、それに参

加できないというよりは、別に平日でも会社でちょっとした時間で拾えるかと、そんなこ

とを思いますので、これからはそういうようなことも考えていただけたらどうかなと、こ

う思うんですが、いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 御意見のほうありがとうございます。確かに、委員仰せのとおり、これまでですと１日

ということの中で、それに集まっていただいて清掃活動をしていただくというようなとこ

ろではありますけれども、それぞれがそれぞれでというようなところの意識が芽生えてく

るといいますか、それが定着化、習慣化していくというようなことになると、やっぱり

我々の目指すきれいなまちづくりというところの中で認知度、周知度というのもかなり増

してくるんかなというふうに考えています。御意見いただきましたことに関しましては、

今後環境会議の皆さん方とも協議のほうをさせていただきながら、ぜひ検討のほうさせて

いただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 
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○中村功委員 

 市民一人一人がこのごみの問題についての意識が高まっていくということをぜひ期待し

たいと思います。また、ごみゼロ活動も実践するきっかけにしていただいたらなと、そん

なことを思います。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 私のほうからは、今、中村委員が指摘をいただきましたきれいなまちづくり推進事業の

中で違うところ、路上喫煙対策について少しお聞かせをいただけたらと思います。概要書

は、先ほどありました339ページの真ん中から下になりますけれども、路上喫煙禁止区域

におきましては、パトロールを実施したり、またポイ捨ての清掃、また喫煙者への指導、

いろいろとしていただいて、実績としてはこのポイ捨てが区域内で462本、また区域外に

は978本もたばこのポイ捨てがあったということで、ここに内容に記載をしていただいて

います。また、７月29日には、アンケートも実施していただいたということですけれども、

その辺の内容につきまして教えていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 路上喫煙禁止区域のパトロールでございますけれども、これにつきましては、当課のほ

うで毎週、週３回なんですけれども、そちらのほうで喫煙所やそれから周知案内の看板の

確認をさせていただきましたり、それから周辺店舗の聞き取りによって状況確認をさせて

いただいたり、それから路上にポイ捨てされたたばこ等の清掃というのも併せてさせてい

ただいておるところでございます。状況でございますけれども、委員からお話ありました

ように、パトロールで確認いたしましたたばこのポイ捨て件数ということにはあくまでな

ってくるわけなんですけれども、こちらのほうはボランティアの皆さん方や周辺店舗の清

掃協力、そういったところもあってのことだと思うんですけれども、昨年度と比較しまし

て減少のほうはしております。 

 それから、また箇所別で見ますと、禁止区域というよりも、その周辺というところにポ

イ捨てが多く見受けられるというようなところでございます。特に内宮周辺では、おはら

い町参道の路地であったり五十鈴川沿いの河川道路、そういったところで見受けられます。

伊勢市駅周辺では、駅前商店街周辺というのが多いような状況でございます。こういった

こともございまして、令和５年度のときにはアンケートというのも実施のほうさせていた

だいたところでございます。 
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 問いのほうといたしましては、路上喫煙禁止区域であることを知っているのか、あと、

この地区で路上喫煙や歩きたばこをしている人を見かけたことがあるのか、そういったと

ころの質問というのをアンケート形式で募ったところでございます。回答の中では、この

路上喫煙禁止区域ということをあまり知られていない、特に伊勢市駅前、内宮前のところ

に関しましては、知っていないという方が大多数ちょっと占めておりまして、この方々と

いうのが恐らく県外からの観光客ではないのかなというようなところもありましたので、

アンケートを通じて我々も県外への観光客に対しての周知というのをこれから強化してい

かないけないなというふうに感じております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。幾つかサインなんかはしていただいておりますけれども、やっ

ぱりまだまだ不足しておると思いますし、市民の方よりも観光客の方のほうが歩かれる人

数も多かったりします。やっぱり中にはたばこを吸われる方のマナーがちゃんとしていれ

ばそんなことにはならないんでしょうけれども、やはりポイ捨てをしてしまうというのが

多いのかなというふうに思いますので、ぜひその辺は考えていただけたらと思います。 

また、路上喫煙対策審議会、開いていただいておりますけれども、その辺の御意見聞かせ

ていただけますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 路上喫煙対策審議会でございますけれども、こちらも定期的に開催のほうさせていただ

いております。その中で、喫煙禁止区域の課題等についていろいろ議論していただいてお

るところでございます。お尋ねの審議会での意見ということでありますけれども、昨年度

ですとアンケート結果から宇治山田駅は日頃のパトロールの効果が現れているんではない

かということで、路上喫煙禁止区域をしてもらっておるというようなことでありますけれ

ども、伊勢市駅前や内宮前に関しては観光客が多いということもあって、やっぱりこれか

らもっと頑張らないけないんではないかというような御指摘もいただいております。また、

内宮前に関しては、駐車場での周知というのも効果があるんではないか、そういったとこ

ろも御意見として頂戴しています。また、結局駄目だと分かっているということから、喫

煙してしまう方は隠れて吸ってしまうんではないかということで、そういった倫理観のな

い人をこれからどういうふうに理解をしていくか、求めていくのかというようなところの

仕掛けを我々のほう考えていくことが重要であるというような、そんなお話もいただきま

した。 

 最後に、ポイ捨てというのが内宮より外宮エリアのほうが狭くて多く集中しておるとい
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うことで、やっぱり喫煙所の数というのは重要になってくるんかなというようなお話もい

ただいております。伊勢市駅から外宮までの距離が結構長くて、駅に降りてから、さあ、

一服というようなところで吸いたい方が喫煙所がないというのは、やっぱりマナーを守り

にくくしている一因ということではないんかということで、そういったところから喫煙所

の整備というものを求める意見というのもあったところでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。審議会の委員さんからの意見よく分かりました。また、その辺も含めて

考えていただけたらと思います。結構、喫煙所あるところはあっても、もうたくさんの方

であふれていたりとか、また駐車場で吸われている方、また川にぽいとほってあるところ

とかたくさんありますので、ぜひきれいな伊勢を目指していただけたらというふうに思い

ます。 

今年度の４月１日にはなりますけれども、総務省の自治税務局長から市長宛てに地方

たばこ税の安定的な確保と望まない受動喫煙対策の推進のための分煙施設の整備促進につ

いて通知がありました。中では、民間事業者等への助成制度の創設、適切な予算確保と執

行、また整備方針の策定及び分煙施設の整備状況等について調査を実施すると、それのよ

うな内容の通知がございました。これまで以上に分煙環境について自治体に整備を求めて

いるものではないかというふうに思います。来年度に向けて考えているところがあれば教

えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 先ほど委員からお話しいただきました総務省からの通知というふうなところの内容も、

我々認識のほうしております。コロナ禍が緩和いたしまして、今後これから御遷宮という

ふうなところもあって、観光客というのがますます増えてくるということも想定されます

ことから、望まない受動喫煙対策、こちらを推進するためにも、やっぱり分煙整備という

のは必要であるというふうにも考えております。現在は、新たな候補地ということで、そ

ちらの場所のほうを探求しておるところではございますけれども、これからも引き続いて

環境部署とも連携しながら、分煙環境整備のほうについて検討のほうを深めていきたいと

いうふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 
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○𠮷岡勝裕委員 

 分かりました。伊勢市は、たばこ税の税収が８億円ございます。また、その一部を活用

してこのたばこの吸い殻のポイ捨て防止、そしてまたきれいな観光地伊勢、そしてまた望

まない受動喫煙の防止ということで、ごみ減量化のみならず、健康課であったり、観光の

ほうであったり、いろんな部署とも相談をしていただきながら検討をお願いしていただけ

たらと思います。以上です。ありがとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 すみません、今のたばこのところで僕もお伺いしたいんですけれども、今の議論を聞い

ていますと、何か分煙の話をずっとされておったんですけれども、例えば大阪市とか先ほ

どマナーがどうのという話をしていましたけれども、東京なんかもそうですけれども、そ

もそも路上喫煙が全部駄目という地域は、逆にマナーが守られとるということは当然理解

をされての答弁だと思うんですけれども、場所を増やすんではなくて、今のお話だと何か

喫煙所だけを増やせばそれで済むというような雰囲気に聞こえたんですけれども、同時に

例えば伊勢市内は路上喫煙全面禁止にするみたいな条例をつくるのがセットだというのを

理解をそもそもされとるのかなというのがちょっと分からなかったんですけれども、当然

世の中の流れがそうなっていると分かった上での今の御答弁ですよね。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 委員仰せのとおりでございます。我々もちょっと理解した上でというふうには解釈して

おります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 これ以上の話は、決算なのでするところじゃないかもしれませんけれども、今そのとお

りだと理解しとるということをおっしゃるということは、これから喫煙所をつくるには伊

勢市全体が路上喫煙禁止になるような方向で条例を整備していくというような答弁やと僕

思っとるんですけれども、それでよろしいですよね。 
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◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 すみません、ちょっと言い方もまずかったんかもしれないですけれども、市内全域をと

いうようなところに関しましては、まだ全体をというようなところは検討不十分というこ

とで、まだそこまでのところは考えていないところではあるんですけれども、路上喫煙禁

止区域、駅前、それから内宮前のほうを設定させていただいたというふうなところで、そ

ちらのほうを充実、徹底をこれから強化していかないけないということでの認識になって

まいります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 繰り返しますが、その考え方がそもそも違うんですよ。路上喫煙の、例えば喫煙所をつ

くるとなったときに、そもそも全部の空間が禁煙やから基本的には吸ってはいけないと。

歩いていても絶対吸ってはいけないし、どこの路上でも吸ってはいかんので喫煙所を探す

んですよ。この道路は吸ってもよくて、この道路は吸ってはいかんくてとなってきたら、

それは混在するわというのは、こんなの当たり前の話で、その環境をつくっているのが今

の条例なんですよ。逆で、なので、伊勢市内全面路上喫煙禁止ですとうたうことができれ

ば、喫煙所でしか吸えないんですよ。だから喫煙所をつくらなきゃいけないんであって、

それを理解しないまま今の喫煙所の議論をしているように僕には聞こえたので、何かおか

しいんじゃないかと思ったんですけれども、言ったとおり、大阪はもうすぐ路上喫煙全面

禁止でやっていますし、それは都会の東京なんかでも、それは区のときもあれば、いろい

ろ違うにしても、全面的に路上喫煙がそもそもこの中ではできませんという上で喫煙所が

あるので、そもそも今最初に言うたとおり、マナーが守られていないのは、伊勢市ではこ

こでは吸ってもよくて、ここでは吸ってはいかんというのがごちゃごちゃになっているも

んで結局そうなっているだけで、それは伊勢市ではそもそも路上喫煙できませんという条

例をつくれば解決をすることだということだけはぜひ御認識をいただきたいですし、その

上で喫煙所の整備の話をするんであれば、全面的な禁止をするべきだというのがもう世の

中の流れだということだけはきちっと御認識をいただきたいなと思います。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 環境生活部長。 

 

●大桑環境生活部長 

 基本的にもうポイ捨てする行為自体はもう絶対駄目な話であります。喫煙を全面的にす
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るところも確かにあろうかと思いますけれども、これから特に都会のほうではそういう形

になってくるんであろうかと思いますけれども…… 

〔「禁煙です、喫煙ではないです」と呼ぶ者あり〕 

●大桑環境生活部長 

 ごめんなさい、全域を禁煙にするということについては、これからも広がりを持ってい

くんだとは思いますけれども、やはり今現在、路上喫煙禁止区域という形で進めておりま

す。今現在も、声としてはもっと広げてくれというような声もありますので、そういった

声も聞きながら、事例もちょっと研究しながら進めてまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目１清掃総務費の審査を終わります。 

 次に、目２資源循環推進費について御審査願います。資源循環推進費は、162ページか

ら165ページです。 

 

（目２資源循環推進費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 決算書の165ページの４番です。ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ推進事業、こちらでお聞きしたい

と思います。食品ロス削減マッチングサービス「タベスケ」です。概要書では334ページ

に記載がございます。このマッチングサービス「タベスケ」、こちらのサービスの内容、

具体的に説明をお願いいたしたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 この「タベスケ」でございますけれども、市内店舗が賞味・消費期限が近い食品や商品

といいますのをウェブ上のほうに掲載していただきまして、市民や県外の方でもいいんで

すけれども、ユーザーとのマッチングを行って食品ロスを削減するための事業というよう

なところになってまいります。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 営業店舗のほう、そちらのほうで売れ残りそうなというのをウェブ上に上げて、それを

消費者、ユーザーのほうとマッチングするというものかと思います。これ令和５年度実施

されて、状況はどのようになっているのか教えていただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 この「タベスケ」の運用状況でございますけれども、令和５年度末でございますが、ま

ず協力店舗数が前年度と比較いたしまして２件増ということで19件ございます。それから

ユーザー数のほうなんですけれども、こちらが令和４年度と比較しまして89件増えまして

801名でございます。それから、出品数でございますけれども、こちらが56品増というこ

とで79品の出品のほうしていただきました。それと、取引の成立数なんですけれども、こ

ちらが47件増ということで77件になっております。削減量は、それに合わせまして15.9キ

ログラム増ということで23.2キログラムの状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 状況の説明をいただいたんですが、極端に伸びているということはないとは思うんです

けれども、着実に伸びているのかなというふうには思います。伸びてはおる中でも、さら

に伸ばしていこうと思いますと、どういう点をこれから強化していく、研究されていくの

かをお教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 こちらの事業のほうを運営する中で、我々一番課題と思っておりますのが、委員先ほど

仰せいただきました協力店舗の数が増えてこないといけないというふうに考えております。

昨年、令和４年度から比較しますと、２件ではございますけれども増えたということでは

ありますけれども、このマッチングが活性化してくるためには、やっぱり協力店舗の登録

数が増えてこないとこの活性化にはつながらないというふうに考えております。そういう
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中で、先ほど申しました協力店舗を増やしていくということで、これからそちらのほうを

力入れていかないけないというふうには考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 出品されるものが店舗数と比例するということは考えられると思いますので、ごもっと

もかなというふうに思います。これは伊勢市だけの事業ではないとは思いますので、恐ら

く他市の先進地なんかも研究されておるとは思うんですが、もしその研究された中で今後

取り組みたいなというようなところがあればお教えいただきたいなというふうに思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 こちらの事業のほうも全国のほうで展開していただいておる自治体というのもあります。

県内でも当市含めまして３市のほうがこちらの運用をしていただいておるというようなと

ころも確認しております。この「タベスケ」を運営する中で成功例ということの中で、特

に県外ですけれども、姫路市さんのほうなんかでは、取組の中できめ細やかなＰＲをなさ

れておるということで、例えばその周知の仕方が市民に向けての発信、それから店舗に向

けての発信だけになってしまうとやっぱりなかなか伸び悩んでしまうということで、協力

店舗を増やしていく際には市民周知をするのでぜひ登録してくださいという声をかけてい

ただいたり、店舗に対しては、ユーザーが多い時期にできるだけ出品してもらう、そうい

った機会をつくってきめ細やかに運営していくことが成功につながっているのかなという

ところを我々もちょっと学びましたので、私たちもそういった手厚い形で運営のほうを手

がけていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 食品ロスの指標の大きな一つかなというふうに思いますので、今後とも頑張っていただ

けたらと思います。ありがとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 中村委員。 
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○中村功委員 

 私は、この項でまず１番のごみ減量・資源化推進事業、（１）の再生資源回収推進事業

についてをお伺いしたいと思います。概要書では343ページを見せていただくと、プラス

チック製品の収集に向け15自治会で先行実施をしたと書いてありますが、その結果はどの

ようなものだったのかお聞かせ願えますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 市民への周知ということでよろしかったでしょうか、自治会への周知でよろしかったで

しょうか。 

〔「違います」と呼ぶ者あり〕 

●林ごみ減量課長 

 失礼しました。先行実施をプラスチック製品のところに対しまして実施のほうをさせて

いただきました。まず、排出状況でございますけれども、組成の結果の中にはなりますが、

プラスチック全体の4.4％というようなところが製品としての排出量というような状況で

ございます。それから、その中には不適物というようなところもあったんですけれども、

特に啓発をこれから頑張っていかないけないなというようなところが、日常の分別排出で

定着しておりますペットボトルでございますけれども、そういったペットボトルが混入物

でたくさん入れられていたというようなところがちょっと分別を徹底していかないかん課

題の一つやというふうに考えております。それから、最後にプラスチック類の排出によっ

て、場所になりますけれども、資源ステーションとかの場所ではございますが、そういっ

たところに関しましては、量的には製品自体があまり出ていないということで、場所を圧

迫したり、それからこれに伴ってのごみ袋の破れというものは、今のところ生じていない

ような状況でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 少し、はてというような言葉を使いたいんですけれども、ちょっと僕が聞きたかったの

は、令和５年度に試行的に15自治会、先行的に一遍どうなるかということで確認したいと

いうことで15自治会を選んだと。それで、その結果、次の令和６年度に対して一斉回収を

するのに、何か僕が前に聞いたときには、場所言われましたが、場所がそこのステーショ

ンの中であふれるんではないかと、そういう心配をされたのでその状況を確認したいと。

それが15自治会で確認をしたと、その結果を聞きたかったんですが、要するに僕の聞きた

いのは、その結果を令和５年度で確認したことを令和６年度、今現在始まっていますが、
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そこへ向けてどのように先行実施した例を持ってきたのかを確認したかったんですが。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 令和５年度のその実施した状況の中で、量たるものというのがやはり我々思っていたよ

りも頻繁に出てくるものではないというような、そういった状況というのはこの先行実施

の例を見まして確認は取れたところではありましたので、現行の体制として今市内全域や

っていますけれども、プラスチック製品とそれからプラスチック製容器包装を入れるオレ

ンジ色の袋に従来どおり入れていただくというようなところで、特にそれの補完をせない

かんというようなところまではしなくてもいいというようなところまでは確認ができまし

たので、現行どおりこれからもちょっと進めていくというようなところでの認識をしてお

ります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 分かりました。私も、実はその今の容器包装のときと、今現在プラスチック製品を入れ

ているという、僕ところの近所ですが、自分が見る限りあまり先ほど4.4％とこう言われ

ましたが、我が家もあまり出ていないような気がするし、あまりそこの袋の中見ても、よ

その方もそのプラスチック製品が認識があるのかどうかという疑いたくなるぐらい入って

いないんですね、僕が見る限り。その辺はどのように啓発をしているのかなとお伺いした

いんですが。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 確かに、その量たるものというのが4.4％でということで少ない状況でございます。

我々のほうも出ていないということは燃えるごみに含まれているんではないかというよう

なところから、燃えるごみに含まれるその製品たるプラスチック製品の組成の調査もした

ところではあるんですけれども、やはりその結果としましても３％の混入であったという

ようなところでありましたので、やはり頻繁に出てくるものではないのではないかという

ふうには考えております。ただ、出し方の中で、先ほど申しました不適物も含めてなんで

すけれども、昨年、自治会のほうには周知のほうに、説明会のほうには回りましたが、こ

れからも分別たるものはしっかりと推進していきたいというふうに思っておりますので、

今後も引き続きなんですけれども、自治会のほう、そういったところに関しましては手厚
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く啓発のほうを回っていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 自治会のほうに手厚く回られたと、これからも回っていくと、こういうことですが、そ

れについても、僕個人としては全然聞いていなかったし、チラシが１枚何か広報か何かの

ときに１枚入ってきただけで、これで大丈夫なんだろうかというのを実は心配していまし

た。そして、実はごみが、プラスチック製品があるのかないのかというのは僕は分かりま

せんけれども、周知が行き届いて少ないのであれば、それはそれでいいかと思いますもん

で、ごみのほうに混入しているという感覚は、全然僕としてはないんです。ただ、やはり

こういうような法制度が変わったということが市民の皆さんに伝わっているのかどうかと、

ここだけが気になったところであります。プラスチック製品というのはどういうものやと、

どういうものを収集するんだということをもっともっと周知していく必要があるんではな

いかと、こんなことを思いますもんで、さらなる周知をお願いしたいと思います。 

 次にいきます。次は、（３）のごみ減量・資源化事業一般経費の項目になるかと思いま

すが、もしここで該当していなかったら御指摘いただきたいと思いますが、よろしくお願

いしたいと思います。今言っていましたプラスチック類の回収については、資源ステーシ

ョンにオレンジ色の袋に実施されております。そして、その新しい袋というのはそうでも

ないんでしょうけれども、古い袋、明らかにちょっと汚いというのか、ちょっと汚れてい

るような袋は非常にビニールそのものが、ビニール、ごみです、袋が入り口が狭いために

非常に入れにくいと。こういうふうにいつも、私も明日またそれを入れに行くわけですけ

れども、そんなようなことが常に思うんですが、その辺はどのように考えていますか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 委員仰せのプラスチック製品を入れる袋でございますけれども、仰せのとおり経年劣化、

毎回使うということで経年劣化によって破れが生じて、それを縫ったりというようなとこ

ろで間口が狭くなってしまったりというような、そういう状況はございます。こちらにつ

いては、古くなったものは随時取り替えていっとるというようなところではありますけれ

ども、使えるものは使えるものでということで古くなったものも使っておるというのが実

情でございます。そういったところから、今後に関しましては、そのオレンジ色の袋であ

るものも、それで使っていくべきなんかどうかも含めまして検討のほうはさせていただき

たいなというふうに思います。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 直すのももちろんいいんですけれども、やっぱり僕の経験では、穴の空いている、入れ

たらまた下へみんな出てったという経験もありますので、それは古くなるとやはり結構古

いのは、あれ縮んでいるんでしょうか、本当に狭く、中も、何も入らんのありますわ。そ

やで、やっぱりそういうことを考えると、縮まない素材も検討していただいたらどうかな

と、こう思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 こちらの袋でございますけれども、先ほど申しました経年劣化ということで、回収の際

に飛散しないようにということで、網袋のままパッカー車に入れている、そういったとこ

ろが劣化にはつながってきているんやとは思います。委員仰せのように、そういった使い

勝手というのが悪いというようなところもございますので、そういったところも含めまし

て、今後我々のほうも網袋の検討というのはさせていただきたいなというふうに思います。 

以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 中村委員。 

 

○中村功委員 

 いろいろ皆さん方に反応をもらいましたので、この辺で終わりますが、もっと違う方法

も含めて、この袋以外の方法もあるかと思いますので、袋がいかんという話ではありませ

んが、やはり市民の皆さん方がスムーズに回収しやすいような方法があるんであればまた

御検討願えたらなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 ちょっと待ってくださいね。 

 いや、あるでしょう、あるんで、審査の途中でありますが、３時30分まで休憩とします。 

 

休憩 午後３時17分 

再開 午後３時27分 
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◎宮﨑誠会長 

 休憩前に引き続き会議を続けます。 

 御発言はありませんか。 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 すみません、ここのところで、概要書の335ページに廃食用油回収事業というのが出て

います。そこで336ページに回収状況というのが出ていまして、少し令和５年度は増えて

いるということが分かります。これを見ますと、地球温暖化防止とかいろいろ書いてある

んですが、この回収の容器の設置をしてある場所が77か所と書いてあるんですが、資源拠

点ステーションやいろいろ小・中学校とか書いてあるんですが、この回収をされた割合と

いうのは、どこの場所での回収が多いでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 場所で回収量の多いところというようなお話やと思います。回収場所に関しましては、

委員仰せのとおり、拠点ステーションや小・中学校、幼稚園というようなところになりま

す。規模の大きいところで、学校の給食調理場であったり、それから利用者の多いいせト

ピアの資源拠点ステーション、そういったところでの排出量が多いような状況でございま

す。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 これ資源拠点ステーションにも置いてあるんですが、地域によってここの地域は多いけ

れども、ここの地域はちょっと少ないなとかそういうばらつきというのはあるんでしょう

か。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 確かに地域によって出していただく、出してもらっていない、そういったところでのば

らつきというのはございます。以上でございます。 
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◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 この多いところというのは、どういう特徴があるんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 ちょっとその具体的な理由たるものというのは、しっかりしたものを持っていないんで

すけれども、やはりそういう周知度というようなところで人づてと言いますか、周知によ

ってここへ行ったら廃食油が捨てられるというようなところでの人伝いでのこういう利用

者が増えていく、そういうような状況やというふうに考えております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 

 

○吉井詩子委員 

 様々なごみの分別って本当に市を挙げて頑張っている中で、この油に関してはなかなか

浸透していないというか、まだまだ捨てる人が多くて、どんなふうに捨てに行ったらいい

のかとか、そのあたりの周知というかまだまだだと思います。一番この部分が抜けている

のかなというふうに思います。多分その多いところというのは、いろんな工夫もされてい

るんじゃないのかなというふうに考えます。また、そのような分析もしていただきたいと

思うんですが、この廃食油、航空燃料にも再生するところがあるというふうにもお聞きを

しておりますが、伊勢市はどのように再生利用されているんでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 当市のほうから回収いたしました廃食油に関しましては、これまで風呂屋さんの関係の

助燃材というようなところで使ってもらっていたというようなところがありますけれども、

今現在に関しましては、そのバイオディーゼルの再生燃料というようなところで、現在は

工業用の塗料というようなところの原料に使われているということを業者のほうから聞い

ております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 吉井委員。 
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○吉井詩子委員 

 分かりました。ほかのリサイクルの関係でもそうですが、やはり自分が捨てたものがこ

ういうふうなものになっているということが分かると、ちゃんと捨てましょうかねという

気持ちになると思いますので、この廃食油の部分はその辺の周知が今までちょっと欠けて

いたのではないかなと思いますので、その辺のことについてもまたやっていただきたいと

思います。以上です。ありがとうございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 私もこの資源循環推進費のところでお伺いをしたいと思うんですけれども、これ予算の

段階で1,710万円が計上されていたんですけれども、決算では大分減額、使い残している

のが見えるんですね。この４つの事業ありますけれども、その中でも特に再生資源回収推

進事業、これ予算額が460万円に対して決算額が320万円で、ごみ減量化容器設置補助金が

452万円に対して201万円というような、このような状況になっているんですけれども、こ

のような状況についてどのようなことがあったのか、説明していただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 執行残が結構出ておるというようなところでございます。１つのお話いただきました再

生資源回収推進事業に関しましては、各団体さんが回収していただく回収量、こちらが見

込みよりも少なかったというようなところから減額になってまいります。 

それから、もう一つはごみ減量化容器の設置補助金でございますけれども、こちらが

現在家庭系、事業系というようなところでの補助金をそれぞれ出しているところなんです

けれども、事業系の補助金ということで当初300万円の予算化をさせていただいておった

んですけれども、そちらの見込みがなかったというようなところでの不用額ということで、

主に大きな減額につながったものでございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 楠木副会長。 

 

○楠木宏彦副会長 

 特に手を抜いていたわけではなくて、しっかり頑張っていただいたけれども、やはりこ

ういう結果になったというようなことで、そういう意味では、今御説明がありましたけれ
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ども、市民に対する啓発活動だとか、あるいは市民意識、これをしっかりとこういうとこ

ろに定着、習慣化を図っていくというようなことは、この成果説明書のところには出てい

ますけれども、こういったことがやはりまだもう一つ不十分だったのかなというようなこ

とも感じるんですけれども、そういう面でさらに力を尽くしていただいて、まさにこれ市

民的な運動になるような、そういう方向性で進めていただきたいと思うんですね。そうい

ったことも、今年度のこともきちっと総括していただいて、また来年度の予算についても、

しかもその予算をどのように十分に執行していくのかということについても、手順をしっ

かりと考えて、それをしっかり執行できるような形で進めていっていただきたいと思いま

す。 

 このＭＯＴＴＡＩＮＡＩ推進事業、このＭＯＴＴＡＩＮＡＩというのがローマ字表記に

なっているんですけれども、これ「もったいない」という日本語の考え方というのは、や

はり外国語になかなか翻訳できない言葉みたいなもんで、ＭＯＴＴＡＩＮＡＩというよう

な言葉で国際的にはやったんですけれども、これマータイさんという方が今から21年ぐら

い前に日本でこの言葉を聞いて、それで感動を受けて世界的に広げたというふうなことで、

環境分野で史上初のノーベル賞も受けている方なんですよね。実は、今日はこのマータイ

さんの命日なんです、９月25日。そういったことで、このＭＯＴＴＡＩＮＡＩ運動をさら

にもう一度行政の方々も、市民としても、今言われている地球沸騰化とはまた別の発想な

んですけれども、このＭＯＴＴＡＩＮＡＩというのは、日本人独特の感覚を持って、もっ

と行政の中でも、私たちの中でも、また市民の間でも広げていければなと思います。あり

がとうございました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、目２資源循環推進費の審査を終わります。 

 次に、164ページの目３じん芥処理費について御審査願います。 

 

（目３じん芥処理費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言はありませんか。 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 このじん芥処理費のところで、資源拠点ステーションのことでちょっと１点だけお尋ね

をさせていただければと思います。大分この資源拠点ステーション、市民の皆さんにもか

なりなじみが出てきて、利用も活発になっていって、土日とかステーションへ行くと結構

いっぱいな様子も見られたりという話がこの議会の中でも何度か取り上げられていたかな
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というふうにも思うんですけれども、ところで少し、一部の拠点ステーションで出し方が

非常に悪いというか、本来ステーションが閉まっているような時間とかに出されているよ

うな現状がちょっと見受けられるというような話を聞いたことがあるんですけれども、そ

んな話というのは聞かれたことはありますでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 我々のほうも、そういった状況というのはちょこちょこと聞かさせてはいただいており

ます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 あえてちょっと場所は申し上げませんけれども、僕もちょっと実は幾つか聞いておりま

す。その中で、状況等を写真なんかでもちょっと見させてもらったりもしているんですけ

れども、実際ステーションが閉まっている時間にいわゆる扉の外側にごみというか資源と

いうか難しいところなんですけれども、山積みにされているようなところとかを僕は見た

ことがあって、その状況というのは、ある意味では不法投棄だと思うんです。ここでこれ

の一つ前のところで予算に上がっていた不法投棄だと思うんです。ちょっと言い方は難し

いですけれども、やっぱりそれが続くようであれば何かしらの対処をしなきゃいけないと

いうのが実態かなと思っていて、誰が片づけるかというのは、いろいろその場所場所で違

いはあるにせよ、やっぱり管理されていない状況の中で不法投棄されてきたものというの

は、資源ステーションだから許されているというような考え方をするのはやっぱりおかし

くて、それは山に捨てているのも、資源ステーションの前に捨てているのも似たようなも

のなので、やっぱりそれは場合によっては閉鎖をするというのはよくないにしても、やっ

ぱりそういうのは皆さんに考えていただいて、そこの利用者の皆さんに閉鎖もあるよとま

では言えないとしても、ちょっとそういうこれは不法投棄に当たるからちゃんとしてほし

いというのだけはきちっとメッセージを出す必要があるかなと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

 

◎宮﨑誠会長 

 ごみ減量課長。 

 

●林ごみ減量課長 

 委員仰せのとおりやと思います。資源物を出すところやからいいというような話でも私

自身もないというふうに思っております。違法的に閉鎖のときに出されとるというなのは、
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委員仰せのとおり不法投棄というものにも当たってくるんかなというふうにも思いますの

で、今後そういったところの開錠を含めまして、ごみ出しのところも含めまして周知をど

ういうふうに進めていくんか考えていきたい、検討していきたいというふうに考えており

ます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 野崎委員。 

 

○野崎隆太委員 

 この場で皆さんにお伝えする話ではないんですけれども、当然、釈迦に説法みたいでち

ょっと気恥ずかしいところもあるんですけれども、出す人がおれば、当然片づけてくれと

る人もおりますんで、片づけてくれとる人が苦労しとるというのだけは、ちょっとだけぜ

ひ御理解をいただければと思います。以上です。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、目３じん芥処理費の審査を終わります。 

 以上で、款４衛生費の当分科会関係分の審査を終わります。 

 次に、168ページをお開きください。 

 款６農林水産業費の審査に入ります。 

 当分科会の所管は、項１農業費、目４農業用施設管理費のうち、大事業１、土地改良施

設維持管理事業となります。 

 

【款６農林水産業費】《項１農業費》（目４農業用施設管理費） 発言なし 

 

◎宮﨑誠会長 

 御発言もないようでありますので、以上で、款６農林水産業費の当分科会関係分の審査

を終わります。 

 次に、196ページをお開きください。 

 款10消防費の審査に入ります。 

 当分科会の所管は、項１消防費、目５災害対策費、大事業３、防災対策事業のうち、小

事業５、避難行動要支援者対策事業となります。 

 

【款10消防費】《項１消防費》（目５災害対策費） 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 



－103－ 

 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 それでは、ここで少しお聞かせいただけたらと思います。避難行動要支援者対策事業と

いうことで、概要書は397ページに記載をしていただいております。災害時に自分で避難

できない方ということで、防災ささえあい名簿に登録をいただいておりますけれども、若

干そこら辺の数字について確認をさせていただけたらと思います。概要書では3,388人と

書いていただいておりますけれども、令和４年度の人数は3,624人ということで１割近く

ここで減少をしたことになります。その辺の内容につきまして、つかんでいることがあれ

ば教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 令和４年度に比べまして、亡くなられた方が若干増えておるということに加えまして、

令和５年度は名簿の登録者の方に対しまして実態調査というのをさせていただいたところ、

既に施設入所のほうをされているとかいうことで、本名簿のほうに掲載が不要な方を多く

把握したということが主な要因でございます。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。その辺、確認をしていただいたということで、この人数になっ

たということで理解させていただきます。また、防災ささえあい名簿の登録につきまして

は、今後もまた努力していただけたらと思います。横にあります個別避難計画の作成者と

いうことで2,308人記載をしていただいています。この防災ささえあい名簿に登録した方

の中で、この個別避難計画を作成した方の人数になるわけですけれども、こちらも令和４

年度は1,781人ということで、こちらについては500人以上増えたという形になっておりま

す。その辺の内容につきまして教えてください。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 こちらが増えました要因としましては、これまでどおり、いまだ個別避難計画を作成さ

れていない方へ勧奨の通知をさせていただきますとともに、職員のほうが個別にお電話で

作成のお願いをさせていただきました。また、令和５年度からは御本人とか家族で作成で

きない方への支援としまして、ケアマネジャーさんであるとか障がいの相談員さんのほう
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にも御協力をいただきまして支援をさせていただいたということが主な要因であると考え

ております。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 𠮷岡委員。 

 

○𠮷岡勝裕委員 

 ありがとうございます。令和６年の予算のときにも少し触れさせていただいたこともあ

りますけれども、令和５年度については、職員の方が個別に電話で問合せをしていただい

てお願いもさせていただいたということで大変評価をしたいと思います。今後も丁寧に進

めながら、この作成に向けて努力をお願いしたいと思います。以上です。ありがとうござ

いました。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 私も先ほど𠮷岡委員が言われた個別避難計画の関係で教えていただきたいと思います。 

この計画、民生委員さんなどは恐らく知ってみえるというか持ってみえるのかなと思うん

ですが、そのほかにどのような方が共有されているのか教えていただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 個別避難計画の提供先ということで、民生委員さんのほか自治会、自主防災組織、また

消防団、社会福祉協議会、地域包括支援センターなどの関係機関と共有させていただいて

おります。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 大西委員。 

 

○大西要一委員 

 その計画の作成に当たって、いろいろ御努力されとると思うんですが、内容の中で支援

者、誰が助けてくれるかというような欄があろうかと思うんですが、全ての欄を埋めなけ

ればならないのか、例えば書けない場合は空欄になっているのか、例えば民生委員さんと

か消防団の方が見て、いざというときにそれを見て自分が助けに行くべきなのか、誰かが

書いてあればその方に連絡するんやと思うんですが、空欄の場合どのような対応をされた
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のか、お教えいただきたいと思います。 

 

◎宮﨑誠会長 

 高齢・障がい福祉課長。 

 

●奥野高齢・障がい福祉課長 

 先ほどもお伝えさせていただきましたケアマネジャーさんとか福祉専門職の方に令和５

年度から御参画をいただきまして、近所の方へその避難支援を、依頼をためらってみえる

高齢者がケアマネジャーさんの後押しでその計画作成につながったというような事例もご

ざいますので、基本的にはそのような形でということですけれども、またケアマネジャー

さんだけではなかなか難しいケースにつきましては、市のほうから近隣住民の方、自治会、

民生委員の方にもお声がけをして、そういう支援体制づくりを話し合う場を設定していく

ように考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 他に御発言もないようでありますので、以上で、款10消防費の当分科会関係分の審査を

終わります。 

 お諮りいたします。 

 本日はこの程度で散会し、26日10時から継続会議を開き、款11教育費、項１教育総務費、

目１教育委員会費から審査を続行したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎宮﨑誠会長 

 御異議なしと認めます。そのように決定し、進めさせていただきます。 

 また、本日御出席の皆様には開議通知を差し上げませんから、御了承ください。 

 それでは、これをもって散会いたします。 

 

散会 午後３時48分 

 

 上記署名する。 

 

  令和６年９月25日 

 

 

   会   長 
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   委   員 


